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小
春
日
和
の
続
く
十
一
月
一
～
三

日
、
美
術
の
殿
堂
で
あ
る
東
京
・
新

橋
の
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
、

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
は
第
32
回

「
大
刀
剣
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
か
ら
ご
後
援
を
頂
い
て
い

る
産
経
新
聞
社
な
ら
び
に
フ
ジ
サ
ン

ケ
イ 

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
の
両
社
に
は

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
期

の
三
日
間
で
延
べ
二
六
六
七
名
の
お

客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
大

刀
剣
市
を
開
催
す
る
ま
で
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
六
月
に
大
刀
剣
市
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
、
後
援
等

の
依
頼
、
カ
タ
ロ
グ
掲
載
品
の
写
真

撮
影
、
広
告
宣
伝
の
原
案
作
り
と

折
衝
、
会
場
の
設
計
、
特
別
展
の
企

画
、
カ
タ
ロ
グ
制
作
の
各
作
業
、
愛

宕
警
察
署
へ
の
事
務
手
続
き
等
々
、

担
当
の
理
事
と
実
行
委
員
が
五
カ
月

に
わ
た
っ
て
手
弁
当
で
職
務
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

八
月
の
事
前
説
明
会
に
は
大
半
の

出
店
者
が
出
席
し
、
注
意
事
項
を
厳

守
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
何
の
事
故
も
な
く
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
公

益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
主
催
「
現
代
刀
職
展
」
と
、
公
益

財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
主

催
「
日
本
刀
の
匠
た
ち
」
両
コ
ン

ク
ー
ル
の
上
位
入
賞
作
品
を
四
階
特

設
ブ
ー
ス
に
て
同
時
に
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
作
刀
の
迫
力

や
研
磨
技
術
の
醍
醐
味
は
ご
来
場
の

皆
さ
ま
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

同
じ
四
階
で
は
全
日
本
刀
匠
会
に

よ
る
恒
例
の
銘
切
り
実
演
や
小
品
展

示
が
行
わ
れ
、
人
気
を
博
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」

は
会
場
造
作
を
充
実
さ
せ
て
臨
み
ま

し
た
が
、
や
は
り
多
く
の
名
品
や
珍

品
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
そ
の
鑑
定

結
果
に
皆
さ
ん
は
一
喜
一
憂
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

当
組
合
で
は
、
産
経
新
聞
社
が
提

唱
し
て
設
立
さ
れ
た
先
天
性
心
臓
病

な
ど
に
苦
し
み
な
が
ら
経
済
的
事
情

を
抱
え
る
子
供
や
家
族
を
支
援
す
る

「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
に
賛
同
し
、

第
一
回
の
大
刀
剣
市
か
ら
浄
財
を

募
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
会
場
に

募
金
箱
を
設
置
し
て
ご
来
場
者
や
出

店
者
に
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

頂
き
ま
し
た
浄
財
は
基
金
に
寄
託
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
刀
剣
市
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

共
同
事
業
で
す
の
で
、
各
々
が
実
行

委
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
一
層
の
充
実
を
図
り
、

世
界
に
誇
れ
る
大
刀
剣
市
に
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
次
回
の
第
33
回
大
刀
剣
市
は
同

じ
日
程
の
十
一
月
一
～
三
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
本
年
同
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（「
大
刀
剣
市
」

実
行
委
員
長
・
清
水
儀
孝
）

　

今
回
の
「
大
刀
剣
市
」
で
は
、
フ

ロ
ア
内
特
設
ブ
ー
ス
に
て
初
め
て
、

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
の
「
現
代
刀
職
展
」
と
、
公
益

財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
の

「
日
本
刀
の
匠
た
ち
」
両
コ
ン
ク
ー

ル
の
上
位
入
賞
作
品
（
作
刀
・
研
磨

各
三
振
）
を
同
時
に
展
示
し
た
。

　

さ
す
が
に
ど
れ
も
高
い
評
価
を
得

た
作
品
ら
し
く
迫
力
と
気
品
が
あ

り
、
思
わ
ず
ケ
ー
ス
前
に
身
を
乗
り

出
し
て
熱
心
に
見
入
る
来
場
者
も
多

く
、
会
場
内
で
も
ひ
と
き
わ
注
目
を

集
め
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
は
愛
刀
家
に

と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
組
合
に

も
貴
重
で
あ
り
、
斯
界
の
今
後
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

な
お
自
然
災
害
が
多
か
っ
た
昨

年
、
出
展
作
の
中
に
は
、
現
在
の
所

有
者
が
河
川
の
氾
濫
に
遭
い
な
が
ら

辛
う
じ
て
安
全
が
確
保
さ
れ
た
も
の

も
あ
っ
た
と
い
う
。
自
然
災
害
の
怖

さ
と
そ
れ
を
守
る
愛
刀
家
の
心
を
強

く
感
じ
た
。

　

両
団
体
別
の
展
示
品
の
作
者
は
以

下
の
通
り
（
カ
ッ
コ
内
は
各
コ
ン

ク
ー
ル
の
受
賞
名
）。

［
日
刀
保
］〈
作
刀
〉
北
川
哲
士
（
高

松
宮
記
念
賞
）・
高
見
一
良
（
薫
山

賞
）・
小
宮
治
氣
（
寒
山
賞
） 〈
研
磨
〉

松
村
壮
太
郎
（
木
屋
賞
）・
平
井
隆

守
（
竹
屋
賞
）・
諸
富
剛
（
千
葉
賞
）

［
刀
文
協
］〈
作
刀
〉
河
内
一
平
（
経

済
産
業
大
臣
賞
）・
明
珍
裕
介
（
長

野
県
知
事
賞
）・
上
山
陽
三
（
金
賞

第
１
席
）〈
研
磨
〉
水
田
吉
政
（
文

部
科
学
大
臣
賞
）・
阿
部
聡
一
郎

（
金
賞
第
１
席
）・
倉
島
一
（
金
賞
第

２
席
）

�

（
伊
波
賢
一
）

　

去
る
十
二
月
六
日
、
公
益
財
団
法

人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
（
柳
井
俊

二
会
長
・
吉
原
国
家
理
事
長
）
の
設

立
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
永
田
町
の

憲
政
記
念
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
刀
文
化
の
振
興
と
そ
の
内
外

へ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
、
平
成
二
十
一
年
に
公
益
認
定
さ

れ
た
同
協
会
は
こ
の
間
、
刀
職
者
に

対
す
る
各
種
研
修
会
を
開
催
し
、
伝

統
技
術
の
継
承
と
人
材
育
成
を
旨
と

す
る
文
化
庁
事
業
で
あ
る
「
次
代
の

文
化
を
創
造
す
る
新
進
芸
術
家
育
成

事
業
」
や
「
刀
剣
類
の
保
存
に
関
わ

る
部
分
修
復
技
術
研
修
会
」
を
実

施
、
啓
発
普
及
の
た
め
の
公
開
鑑
賞

会
や
「
新
作
日
本
刀 

研
磨 

外
装 

刀

職
技
術
展
覧
会
」
の
開
催
、
さ
ら
に

は
昨
今
「
現
代
刀
」
の
偽
物
が
出
回

り
国
内
外
で
問
題
化
し
て
い
る
状
況

に
鑑
み
、「
新
作
日
本
刀
証
明
証
」

の
発
行
を
開
始
す
る
な
ど
、
着
実
な

歩
み
を
続
け
て
き
た
。

　

当
日
は
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保

存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
の
先
生
方

を
は
じ
め
、
業
界
内
外
か
ら
百
七
十

人
を
超
え
る
来
賓
が
一
堂
に
会
し
、

わ
が
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
か
ら

も
深
海
理
事
長
は
じ
め
理
事
ら
十
一

名
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
。

�

（
飯
田
慶
雄
）

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄
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和
元
年「
大
刀
剣
市
2
0
1
9
」を
開
催

新
作
刀
･
研
磨
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
作
も
初
展
示�

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
が

設
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

盛会だった刀文協設立10周年記念祝賀会

お客さまで賑わう会場

「
現
代
刀
職
展
」「
日
本
刀
の
匠
た
ち
」上
位
入
賞
作
を
同
時
展
示
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公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
が
公
益
法
人
の
認
定
を
受
け
て
か
ら

十
年
。
設
立
を
記
念
し
て
去
る
十
二
月

六
日
、
憲
政
記
念
館
に
お
い
て
厳
粛
な

中
に
も
盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
長
い
間
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
、
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

当
日
は
、
刀
剣
界
か
ら
は
も
と
よ
り

「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る

議
員
連
盟
」
か
ら
重
鎮
の
細
田
博
之
衆

議
院
議
員
は
じ
め
多
く
の
国
会
議
員
の

皆
さ
ま
、
文
化
庁
長
官
を
務
め
ら
れ
た

近
藤
誠
一
様
、
初
代
会
長
の
徳
川
康
久

様
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
に
も
ご
出
席
賜

り
ま
し
た
。
ま
た
昨
今
の
刀
剣
ブ
ー
ム

を
反
映
し
て
か
、
若
い
刀
剣
フ
ァ
ン
の

会
員
の
ご
出
席
も
多
数
見
ら
れ
、
嬉
し

い
限
り
で
し
た
。

　

設
立
以
来
、
慣
れ
な
い
事
務
作
業
や

資
金
繰
り
に
直
面
し
た
時
、〝
と
に
か

く
十
年
は
続
け
よ
う
〟〝
展
覧
会
は
十

回
は
や
ろ
う
〟
な
ど
合
言
葉
の
よ
う
に

し
て
自
ら
を
鼓
舞
し
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

作
品
を
作
る
だ
け
の
私
た
ち
が
、
ま

た
当
然
そ
れ
だ
け
で
よ
い
と
信
じ
込
ん

で
い
た
私
た
ち
が
日
本
刀
の
普
及
と
啓

発
の
現
場
に
立
っ
た
時
、
こ
れ
ま
で
ほ

ん
の
限
定
さ
れ
た
価
値
観
の
中
で
し
か

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
い
か
に

多
く
の
も
の
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
の

か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
十
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
行
政
各
方
面
の
支
援

を
受
け
事
業
を
展
開
で
き
た
こ
と
も
、

そ
の
取
り
残
さ
れ
た
も
の
一
つ
一
つ
に

丁
寧
に
向
き
合
え
た
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
多
く
行
政
の
支
援
を
頂
い
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
刀
剣
界
で
は
き
わ
め

て
稀
な
こ
と
で
も
あ
り
、
私
た
ち
の
団

体
・
活
動
が
一
定
の
評
価
を
得
て
き
た

証
左
で
あ
る
と
自
負
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
十
年
に
向
け
、
私
た
ち

は
態
勢
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
課
題
を
抱
え
て
は
お
り
ま
す
が
、

百
七
十
名
を
超
え
る
皆
さ
ま
の
ご
出
席

が
「
日
本
刀
の
た
め
に
や
る
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
よ
」
と
背
中

を
押
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
と
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

祝
宴
の
準
備
は
で
き
て
い
る

　
「
今
日
は
一
日
、
笑
顔
で
お
客
さ
ま

を
お
も
て
な
し
し
ま
し
ょ
う
」

　

祝
賀
会
直
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
の
は
、
ほ

と
ん
ど
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
準
備
は
十

分
に
し
て
き
た
。
何
よ
り
頼
も
し
い
の

は
、
実
行
委
員
た
ち
は
、
日
本
刀
文
化

振
興
協
会
の
創
立
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

式
典
や
会
合
で
、
受
付
・
事
務
・
裏
方

を
経
験
し
て
き
た
方
た
ち
ば
か
り
で
安

心
し
て
全
て
任
せ
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

永
田
町
に
あ
る「
憲
政
記
念
館
」へ
下

見
に
行
き
、実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
の
が
八
月
末
。
祝
賀
会
の
日
時
は
十

二
月
六
日
金
曜
日
午
後
三
時
と
決
ま
っ

て
い
た
が
、
年
末
の
金
曜
日
、
し
か
も

昼
間
に
人
が
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
抹
の
不
安
を
感
じ
つ
つ
、
関
東
在
住

の
若
手
会
員
に
声
を
か
け
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
は
言
え
、全
員
が
刀
職
者
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
本
業
が
最
も
忙
し
い
時
に
、

何
度
も
打
ち
合
わ
せ
で
集
ま
っ
て
は
い

ら
れ
な
い
。
集
ま
れ
な
い
仲
間
の
た
め

に
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
れ
は
直
前
の
打
ち
合
わ

せ
ま
で
改
訂
さ
れ
続
け
、
当
日
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
就
い
た
皆
さ
ん
の
役
に
立

て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
祝
賀
会
で
は
、
創
立
か
ら
こ

れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
、
当
協
会
ら
し
く
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
三
つ
の
企

画
を
用
意
し
た
。

　

一
つ
は
刀
職
者
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
得

意
分
野
で
小
品
を
制
作
し
、
ご
来
場
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
例
え
ば
、
刀
鍛
冶
が

制
作
し
た
小
刀
を
、
研
師
・
白
銀
師
・

鞘
師
が
忙
し
い
中
、
時
間
を
割
い
て
作

品
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
が
九

点
、
金
工
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
が
数
十

点
。
出
席
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
お
渡

し
で
き
る
数
が
集
ま
っ
た
。
役
員
で
あ

る
漫
画
家
か
ま
た
き
み
こ
さ
ん
サ
イ
ン

本
も
、
多
彩
な
人
材
を
擁
す
る
当
協
会

ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

祝
賀
会
後
半
に
行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

発
表
で
は
、
吉
原
国
家
作
の
小
刀
を
作

者
本
人
か
ら
受
け
取
っ
た
女
性
が
、
感

動
の
あ
ま
り
涙
ぐ
ん
で
い
た
の
を
見
て

こ
ち
ら
ま
で
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　

二
つ
め
は
、
十
年
の
歩
み
を
十
分
ほ

ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
に
ま
と
め
、
会

場
で
上
映
す
る
も
の
だ
。
ご
招
待
の
お

客
さ
ま
や
新
し
い
会
員
の
皆
さ
ま
に

も
、
成
り
立
ち
や
理
念
を
知
っ
て
い
た

だ
く
に
は
、
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
り
に

く
い
と
思
う
。
協
会
立
ち
上
げ
か
ら
公

益
財
団
法
人
に
認
定
さ
れ
た
こ
ろ
の
映

像
を
見
て
、
懐
か
し
く
思
う
役
員
も
多

か
っ
た
。
ま
た
運
営
の
苦
労
を
語
る
宮

入
小
左
衛
門
行
平
前
専
務
理
事
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
映

像
は
、
実
行

委
員
の
一
人

で
あ
る
塙
薫

子
氏
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
あ

り
、成
功
だ
っ

た
と
思
う
。

映
像
編
集
や

祝
賀
会
当
日

の
動
画
、
音

声
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
株
式
会
社

INITIUM

久
保
山
梨
恵
氏
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

三
つ
め
は
、
当
協
会
の
特
徴
と
も
言

え
る
一
流
刀
職
者
の
作
品
展
示
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
三
名
の
人
間
国
宝
作
品
。
初

代
理
事
長
で
あ
っ
た
刀
匠
天
田
昭
次
氏

作
の
脇
指
、
名
誉
理
事
本
阿
彌
光
洲
氏

が
研
磨
さ
れ
た
正
宗
短
刀
、
金
工
桂
盛

仁
氏
の
二
所
物
。
さ
ら
に
文
部
科
学
大

臣
賞
、
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

作
品
、
太
刀
拵
、
打
刀
拵
、
鐔
な
ど
合

計
十
作
品
の
展
示
は
見
応
え
が
あ
り
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
だ
。

　

当
日
は
午
前
十
一
時
三
十
分
、
会
場

前
ロ
ビ
ー
に
実
行
委
員
集
合
。
午
後
一

時
に
は
役
員
も
全
員
揃
い
、
午
後
二
時

三
十
分
の
受
付
開
始
ま
で
の
準
備
を
進

め
た
。十
分
後
に
祝
賀
会
場
オ
ー
プ
ン
。

午
後
三
時
、
宮
島
宏
専
務
理
事
の
開
会

の
辞
に
よ
り
設
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会

が
開
会
と
な
っ
た
。

　

祝
賀
会
は
文
化
庁
の
皆
さ
ま
、刀
剣
・

和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟

の
皆
さ
ま
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
、
全
国
刀
剣
商
業
協
同

組
合
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
吉
原
国
家
理

事
長
の
中
締
め
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
十
年
を
支
え
、
未
来
に

期
待
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
、

祝
賀
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
十
周
年
記
念

祝
賀
会
実
行
委
員
長
・
川
﨑
晶
平
）

設
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会

　
開
催
の
ご
報
告
と
御
礼

�

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会 

理
事
長
吉
原
國
家

刀文協の役員・関係者が一堂に会して

乾杯の発声に臨む刀剣議員連盟の皆さん

「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」に
参
加
し
て

会場は例年の東京美術倶楽部オープニング前の朝礼で意思一致を図るお客さまが受付に殺到刀剣議連共同代表の細田博之議員もお見えになった
　

今
年
も
「
大
刀
剣
市
」
の
催
事
と
し

て
、
恒
例
の
「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」

が
三
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な

り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
一
新
さ
れ
て
雰
囲

気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
新
た
な
気
持

ち
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
村
榮
次
氏
、
天
野
智
弘
氏
と
私
赤

荻
が
現
場
を
担
当
し
、
事
務
局
の
有
山

さ
ん
・
濵
﨑
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

鑑
定
に
関
し
て
は
例
年
通
り
、
深
海

理
事
長
は
じ
め
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」

資
格
を
持
つ
理
事
全
員
が
時
間
制
で
対

応
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
付
件
数
は
三
日
間
で
六
十

五
件
と
、
こ
こ
数
年
で
は
最
も
少
な
い

も
の
で
し
た
。
ち
な
み
に
昨
年
は
七
十

九
件
で
し
た
。

　

十
月
に
未
曾
有
の
台
風
と
大
雨
の
被

害
が
各
地
で
発
生
し
、
そ
の
後
遺
症
が

長
く
続
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、

大
刀
剣
市
に
も
そ
の
影
響
は
あ
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者
の
傾
向
を
デ
ー
タ
か

ら
見
る
と
、
半
数
近
い
三
十
件
が
毎
回

参
加
と
い
う
こ
と
で
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
れ

を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
…
…
。

　

続
い
て
の
参
加
動
機
は
、
紹
介
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
案
内
ハ
ガ
キ
の
順
で

し
た
。

　

年
々
外
国
か
ら
の
来
訪
者
が
増
え
て

い
る
印
象
は
あ
り
ま
す
。

　

初
日
は
特
に
外
国
人
が
多
く
訪
れ
、

鑑
定
員
に
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
初
登
場
の
助
っ
人
・
天
野
氏

に
通
訳
を
依
頼
し
補
助
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
職
務
と
は
言
え
、
三
日
間
を
通

し
て
天
野
氏
の
英
語
力
に
は
ず
い
ぶ
ん

と
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
付
記

し
て
お
き
た
い
。

　

今
年
は
全
体
的
に
平
穏
な
感
じ
で
は

あ
っ
た
。

　

希
望
者
が
同
時
間
帯
に
集
中
す
る
こ

と
も
な
く
、
当
番
理
事
の
交
代
も
比
較

的
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。

時
に
は
一
人
に
長
時
間
を
要
し
て
し
ま

う
場
合
も
あ
る
の
で
、
鑑
定
員
の
交
代

に
も
気
を
使
い
ま
す
。

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
あ
る
理
事
の

担
当
の
と
き
、
偶
然
か
つ
て
お
客
さ
ま

だ
っ
た
と
い
う
方
が
お
見
え
に
な
り
、

当
時
と
の
価
格
の
落
差
に
話
が
集
中
し

て
い
ま
し
た
が
…
…
。
今
の
状
況
が
現

れ
て
い
る
な
と
、
印
象
的
で
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
今
年
も
滞
り
な
く
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
赤
荻 

稔
）

　

今
回
初
め
て「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」

を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
鑑
定
は
大
会
期
間
中
三
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
お
手
伝
い

の
か
た
わ
ら
、
担
当
さ
れ
た
諸
先
輩
方

の
鑑
定
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た

こ
と
は
、
誠
に
幸
運
で
し
た
。

　

鑑
定
依
頼
者
は
、
日
本
人
の
み
な
ら

ず
外
国
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
自
慢
の

愛
刀
の
再
確
認
だ
っ
た
り
、
相
続
し
た

が
処
分
を
考
え
て
い
る
ら
し
い
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
事
情
で
鑑
定
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
方
は
、
緊
張
と
不
安
の
面
持
ち
で

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
依
頼
者
に
対
し
て
、
四よ

方も

山や
ま

話
か
ら
始
め
て
、
緊
張
を
解
き
な

が
ら
徐
々
に
鑑
定
内
容
を
伝
え
て
い
く

方
、
ま
た
は
い
き
な
り
核
心
に
切
り
込

む
方
等
々
、
鑑
定
ス
タ
イ
ル
は
そ
れ
ぞ

れ
個
性
的
で
し
た
。

　

た
だ
圧
倒
的
な
知
識
と
経
験
に
基
づ

く
鑑
定
態
度
は
、
ま
さ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
神
妙
に
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
も

印
象
的
で
し
た
。

　

鑑
定
を
さ
れ
た
諸
先
輩
方
と
は
普
段

の
業
者
交
換
会
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
交
換
会
で
拝
見
す

る
の
と
は
ま
た
違
っ
た
一
面
に
触
れ
、

貴
重
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。�

（
天
野
智
弘
）

撮影／トム岸田・冥賀明子
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刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

「我が家のお宝鑑定会」の鑑定風景刀匠の銘切りコーナーにもファンが訪れて休憩所では刀剣談議に花が咲く本日のお弁当を品定め

ギャラリー翠篠の店頭風景

　第 32 回「大刀剣市」は、
盛会のうちにその幕を閉
じました。裏方として毎
年の開催を支える実行委
員会（清水儀孝委員長）
について、活動の一端を
知っていただきたく、あ

らためてご紹介したいと思います。
　今回の実行委員会は６月に立ち上がり、委員
には組合役員全員と組合員有志が選ばれました。
それから催しが終了する 11 月までの約半年間、
ただただ成功に向けて委員が一丸となります。
前年を振り返ってさまざまな検討が行われ、新
しい試みも加えられていきます。
　多岐にわたるルーティンの中で、“夏の陣”と
称される図録（カタログ）の制作においては、
掲載する品物の撮影から最後の校正まで、息の
抜けない攻防戦が繰り広げられます。その都度、
お店を閉めて手伝いに来られる委員もいます。
図録は出店者の販売戦略上の重要なツールです
から、少しの間違いも許されません。委員は気

を尖らせて作業に当たります。
　また、会期までに開かれる数回の理事会には
案件が諮られます。そんな折、古参の理事らか
らは「初めのころは出店者が少なくてな～」な
どと思い出話が聞かされます。しかし、そのこ
ろは出店関係者のまとまりも良く、一致団結し
て活動してきたとのこと。
　今では 70 店舗以上の大規模な展示即売会にな
り、入場者も年々増え続けています。大刀剣市
は世界中からお客さまを集める、国際的な日本
刀のイベントに成長したのです。ですから、新
しいルール作りや既存のやり方を変更する必要
が生じるのは当然です。
　深海理事長の呼びかけで十年前に始まった「大
刀剣市事前説明会」は、出店に際してルールの
徹底を図り、事故やトラブルを未然に防止する
ことが開催の大きな目的です。また、ご希望や
ご意見を伺って催しの改革・改善にもつなげる
ことができる機会でもあります。そのコミュニ
ケーションの中から一致団結の機運が生まれ、
大刀剣市の成功につながっていってほしいと願

うものです。
　現在、大刀剣市の出店者には説明会への出席
が必須条件となっています。組合側からは、説
明会のためだけに遠方から出張されるのはご負
担だろうからと、組合交換会の 17 日に日程を合
わせたりとか、やむを得ない事情により本人が
欠席せざるを得ない場合には代理出席も認める、
などの配慮も講じられています。
　にもかかわらず、毎年のように連絡すらなく
欠席される方々がいることは、誠に残念なこと
です。｢決まりを決まりとして守れない方には、
出店を認めないことにしては」との意見もあり
ますが、今後については説明会本来の趣旨に照
らして、しかるべきルールが発表されることで
しょう。
　第 33 回大刀剣市は、次期実行委員の心の中で
は既にスタートしています。オリンピックイヤー
に開催される記念すべき大刀剣市です。出店さ
れる皆さまとともに、実行委員会はワンチーム
精神でがんばっていくでしょう。ご協力をよろ
しくお願いします。� （生野正）
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古
銭·

切
手·

刀
剣
　売
買
　評
価
鑑
定

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

〒
１
５
３
–
０
０
５
１

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
四
–
三
一
–
一
○

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
六

　
　
　
　
○
九
○
–
三
二
○
八
–
九
六
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
七

代
表田
中 

勝
憲

　
「
大
刀
剣
市
２
０
１
９
」
に
初
め
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

店
名
の
「
翠す

い

篠じ
ょ
う」

と
い
う
の
は
折
れ

な
い
竹
と
い
う
意
味
で
、
皇
学
館
大
学

名
誉
教
授
の
惠え

良ら

宏ひ
ろ
む

先
生
よ
り
頂
戴

し
ま
し
た
。
鎌
倉
に
小
さ
な
事
務
所
を

構
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
五
十
五
年
生
ま
れ
で
、
も

と
も
と
は
岐
阜
県
出
身
で
す
。
中
学
を

卒
業
し
て
カ
ナ
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
に
留
学

し
、
音
楽
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

　

祖
父
が
秋
田
県
の
軍
人
で
、
海
軍
兵

学
校
卒
、
天
皇
陛
下
よ
り
勲
四
等
を
授

か
り
、
私
は
生
粋
の
愛
国
主
義
の
元
で

育
っ
て
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

父
は
大
の
刀
好
き
で
、
私
も
幼
少
の

こ
ろ
か
ら
刀
に
は
親
し
み
が
あ
り
ま

す
。
刀
剣
商
で
あ
っ
た
父
は
、
今
は
脳

幹
出
血
で
寝
た
き
り
な
の
で
す
が
、
病

床
に
は
い
つ
も
愛
刀
の
親
国
貞
を
置
い

て
い
ま
す
。
業
界
へ
は
深
海
理
事
長
が

入
れ
て
く
れ
た
の
だ
と
父
か
ら
聞
い
て

い
ま
す
。

　

刀
の
交
換
会
に
は
十
五
年
ほ
ど
前
か

ら
素
人
枠
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
普

段
は
刀
剣
の
売
買
の
か
た
わ
ら
、
長
年

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
心
優
し
い
お
客
さ
ま
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、
全
国
で
企
画
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
刀
剣
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
の
、
簡
単
な

お
手
伝
い
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
今
年

で
四
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
刀
の

啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
奈
良
県
の
薬

師
寺
で
毎
年
二
月
か
ら
四
月
ご
ろ
ま

で
、
お
坊
さ
ん
た
ち
と
生
活
を
共
に
し

な
が
ら
、
刀
剣
の
展
示
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

あ
ち
ら
で
は
毎
春
「
花
会
式
」
と
い

う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
締
め
に
、

お
寺
の
敷
地
内
で
盛
ん
に
火
が
焚
か
れ

る
中
、
松た

い

明ま
つ

を
持
っ
た
多
く
の
鬼
が
暴

れ
回
り
、
お
堂
の
中
で
は
密
教
の
行
事

と
し
て
二
刀
流
で
刀
を
持
つ
僧
侶
が
走

り
回
り
、
悪
し
き
外
道
を
寄
せ
つ
け
な

い
た
め
の
結
界
を
張
る
儀
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

そ
の
様
子
を
近
く
で
見
て
い
る
と
、

刀
に
宿
る
そ
の
霊
的
と
も
い
え
る
力
と

い
う
か
、
神
秘
的
な
魅
力
に
感
動
を
覚

え
ま
す
。（
余
談
が
長
く
な
り
ま
し
た
）

　

今
年
も
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
大

刀
剣
市
で
し
た
。
と
て
も
良
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
勉
強
を
始
め
た
ば
か
り
の
身

で
、
商
売
に
は
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
が
ご

ざ
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

日
目
に
は
前
の
晩
の
飲
み
過
ぎ
で
遅
刻

を
す
る
と
い
う
大
失
態
を
犯
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
憧
れ
、
尊
敬
し
て
い
る
真

玄
堂
の
髙
橋
さ
ん
に
そ
れ
が
す
ぐ
に
バ

レ
、
優
し
く
叱
っ
て
い
た
だ
き
、
非
常

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

大
刀
剣
市
、
私
は
商
売
的
に
は
決
し

て
満
足
と
は
言
え
な
い
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
今
年
の
反
省
を
生
か
し
、

立
派
な
刀
剣
商
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
め
て
の「
大
刀
剣
市
」�

村
上
竜
太

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
翠
篠
）

　

海
外
で
は
多
く
の
人
が
日
本
に
興
味
を

持
ち
、
外
国
人
観
光
客
も
年
々
増
加
し
て

い
る
昨
今
で
す
が
、
日
本
甲
冑
は
そ
の
見

た
目
か
ら
非
常
に
興
味
を
持
た
れ
る
よ
う

で
す
。

　

日
本
に
関
心
を
持
つ
多
く
の
外
国
人
の

中
に
は
、
真
面
目
に
日
本
甲
冑
に
つ
い
て

研
究
・
勉
強
し
た
い
と
い
う
方
も
お
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し

よ
う
と
い
う
目
的
で
、
二
〇
一
七
年
、
私

た
ち
（
一
社
）
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存

会
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
ル
ッ
ク
・
タ
ー

ル
マ
ン
氏
を
支
部
長
と
し
て
海
外
支
部
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
中
心
に
七
十
三
人

の
会
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
日
本
人
が
つ
い
見
落
と
し
て
し

ま
い
が
ち
な
美
術
品
と
し
て
の
価
値
や
、

武
具
と
し
て
の
機
能
性
を
外
国
人
な
ら
で

は
の
視
点
で
日
本
甲
冑
に
見
い
だ
し
、
多

く
の
人
に
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

会
員
も
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
日
本
甲

冑
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
人
た
ち
向

け
に
甲
冑
を
良
好
な
状
態
で
保
存
す
る
た

め
の
方
法
や
修
復
に
関
す
る
助
言
も
海
外

支
部
は
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
甲
冑
に
関

す
る
出
版
物
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
語
の
た

め
、
こ
れ
ら
を
翻
訳
す
る
作
業
の
ほ
か
、

江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
甲
冑
に
関
す
る

書
物
を
翻
訳
し
て
出
版
す
る
な
ど
精
力
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
支
部
の
会
員
は
、
国
内
の
会
員
と

違
い
各
国
に
分
散
し
て
い
る
た
め
頻
繁

に
集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
に
一

度
大
々
的
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

一
八
年
は
オ

ラ
ン
ダ
の
ラ

イ
デ
ン
で
、

一
九
年
は
ア

メ
リ
カ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
し

ま
し
た
。
開
催
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

周
辺
の
博
物
館
・
資
料
館
で
の
甲
冑
の
展

示
会
の
見
学
を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
も
当

会
会
長
や
理
事
が
参
加
し
講
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
年
に
は
日
本
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
日
、
甲
冑
や
刀
剣
を
は
じ
め
日
本
の

文
化
財
は
、
今
後
の
保
存
と
継
承
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の
人
た
ち
も
含

め
、
な
る
べ
く
多
く
の
理
解
者
を
募
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
が
解
決
で
き
る
糸
口
を
見
つ
け
る

こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
会
と
し
て
喫
緊
の

課
題
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保

存
会
評
議
員
・
佐
々
木
亮
）

甲
冑
の
話
題
─
─
─
❺

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

2019年シンポジウムにおける参加理事の講演
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新
々
刀
最
初
期

40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87

伯
耆
守
正
幸

（
文
政
二
年
没
）

六
代
忠
吉

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
（
文
化
十
二
年
十
二
月
六
日
没
）

大
和
守
元
平

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
（
文
政
九
年
七
月
十
五
日
没
）

浜
部
寿
格

28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
（
文
化
七
年
六
月
二
十
四
日
没
）

水
心
子
正
秀

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
（
文
政
八
年
九
月
二
十
七
日
没
）

尾
崎
助
隆

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
（
文
化
二
年
没
）

初
代
元
興

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
（
文
政
七
年
三
月
二
十
八
日
没
）

二
代
正
秀

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
（
文
政
八
年
十
月
二
十
日
没
）

細
川
正
義

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
（
安
政
五
年
六
月
六
日
没
）

加
藤
綱
英

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
（
文
化
十
三
年
ま
で
作
品
あ
り
）

大
慶
直
胤

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
（
安
政
四
年
五
月
七
日
没
）

手
柄
山
正
繁

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
（
没
年
不
明
）

安永
2
3
4
5
6
7
8
9
天明
2
3
4
5
6
7
8
寛政
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
享和
2
3
文化
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
文政
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
天保
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
弘化
2
3
4
嘉永
2
3
4
5
6
安政
2
3
4
5
6
万延
文久
2
3
元治
慶応
2
3
明治
2
3

涛
瀾
刃
の
時
代

復
古
刀
の
時
代

勤
王
刀
の
時
代

市
毛
徳
隣

32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
（
天
保
六
年
没
）

助隆正秀 綱英正繁徳隣

谷
の
底
が
角
張
る

←

底
が
角
張
る

←

底
が
角
張
る

←

匂
口
の
締
ま
っ
た
飛
焼

←

匂
口
の
締
ま
っ
た
飛
焼

←

黒
い
荒
沸
ム
ラ
に
つ
く

←

黒
い
荒
沸
ム
ラ
に
つ
く

←

太
い
足

←
太
い
足

←

焼
頭
が
光
る←

焼
頭
が
光
る←

谷
が
匂
で
光
る

←

谷
が
匂
で
光
る

←1

2

3

（下の数字は年齢）

　

新
々
刀
に
関
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
二
回
に
分
け
、

代
表
的
な
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
新
々

刀
全
般
に
わ
た
っ
て
説
明
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎�

水
心
子
正
秀
が
新
々
刀
の
祖
と
言
わ

れ
る
理
由
に
つ
い
て

　

そ
の
理
由
は
三
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

①
復
古
刀
を
唱
え
た
こ
と
。

②�

鍛
刀
に
関
し
て
自
分
で
会
得
し
た
鍛

錬
方
法
を
秘
匿
せ
ず
に
弟
子
に
わ
か

り
や
す
く
教
え
、
か
つ
公
開
し
、
ま

た
多
く
の
書
物
を
著
し
、
全
国
に
復

古
鍛
法
を
流
布
さ
せ
た
こ
と
。

③�

多
く
の
門
人
を
育
て
、
さ
ら
に
そ
の

弟
子
た
ち
の
元
か
ら
名
工
が
輩
出

し
、
新
々
刀
期
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
。

　

次
に
水
心
子
正
秀
が
な
ぜ
「
復
古

刀
」
を
唱
え
た
か
の
理
由
に
つ
い
て
で

す
が
、
そ
の
一
つ
に
は
当
時
の
風
潮

が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
寛
政
の
こ
ろ
、
時
の
老
中
松
平

定
信
は
復
古
主
義
的
な
思
想
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
世
の
中
全
体
が
復
古
主
義

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。『
集
古
十
種
』

が
発
刊
さ
れ
た
り
、
甲
冑
な
ど
も
鎌
倉

時
代
の
も
の
を
模
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
下
、
刀
剣
も

水
心
子
正
秀
に
よ
っ
て
、
全
て
鎌
倉
時

代
な
い
し
吉
野
時
代
の
作
刀
法
に
復
す

べ
き
で
あ
る
と
唱
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
当
時
、
助
広
や

真
改
の
よ
う
な
華
や
か
な
乱
れ
刃
が
最

も
流
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
正
秀
は

『
刀
剣
実
用
論
』
の
中
で
「
助
広
に
限

ら
ず
大
乱
、
大
の
た
れ
、
広
直
刃
…
等

鎬
際
ま
で
刃
深
き
は
予
が
造
り
し
物
も

又
同
様
に
折
れ
易
し

4

4

4

4

」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
日
本
刀
は
復
古
鍛
法
に
よ
る
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
古
刀
製
作

技
術
を
復
興
し
、刀
剣
実
用
論
を
唱
え
、

秘
伝
を
書
物
に
よ
っ
て
公
開
し
た
の
で

す
。

　

正
秀
の
著
作
で
主
な
も
の
に
『
刀
剣

辨
疑
』『
刀
剣
実
用
論
』
が
あ
り
、『
古

今
鍛
冶
備
考
』
の
中
に
あ
る
「
鋳
錬
鍛

挫
略
弁
」
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
『
剣

工
秘
伝
抄
』『
鍛
錬
玉
函
』
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
書
物
を
著
し
て
復
古
刀
を
唱

え
る
と
、
全
国
の
刀
工
た
ち
が
正
秀
の

門
を
叩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
正
秀

門
人
の
数
は
、『
古
今
鍛
冶
備
考
』
に

は
七
十
九
名
、
南
海
太
郎
朝
尊
の
『
新

刀
銘
集
録
』
で
は
七
十
四
名
、
正
秀
書

簡
に
は
六
十
四
名
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
正
秀
門
人
の
双
璧
と
言
わ

れ
る
大
慶
直
胤
に
は
門
人
十
六
名
、
細

川
正
義
に
は
門
人
三
十
三
名
が
お
り
、

弟
子
お
よ
び
孫
弟
子
を
加
え
る
と
総
勢

百
二
十
～
百
三
十
名
の
刀
工
が
い
ま
す
。

　

正
秀
門
人
の
中
に
は
刀
工
の
み
で
な

く
、
身
分
の
高
い
武
士
も
い
ま
す
。
単

な
る
門
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
数
多
く
の
刀
剣
類

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

・
井
伊
直
中
＝
彦
根
藩
十
三
代
当
主

　

直
弼
の
前
藩
主

・
彦
坂
紹あ

き

芳よ
し

＝
旗
本
一
二
〇
〇
石

・
沼
田
有
宗
＝
直
宗
同
人
。
熊
本
藩
士

六
〇
〇
〇
石

・
松
村
昌
直
＝
熊
本
藩
士
三
〇
〇
石

・
榊
原
長な

が

良か
た

＝
旗
本
一
六
〇
〇
石

　

な
ど
が
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
新
々
刀
期
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
正
秀
は
、
祖
と
仰

が
れ
て
い
る
の
で
す
。

◎�

新
々
刀
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
を
指

す
の
か
。
そ
の
間
の
作
風
の
変
遷
に

つ
い
て

　

新
々
刀
期
の
時
代
区
分
で
す
が
、
正

秀
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
二
十
二

歳
の
時
に
、
短
い
期
間
で
し
た
が
武
州

八
王
子
に
出
て
下
原
鍛
冶
の
後
裔
宮
川

吉
英
に
つ
い
て
修
業
を
積
ん
で
い
ま

す
。
一
般
的
に
は
そ
の
翌
年
の
安
永
元

年
（
一
七
七
二
）
か
ら
新
々
刀
期
と
し
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
廃
刀
令
ま

で
の
一
〇
四
年
間
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
の
作
風
の
変
遷
に
つ
い
て
で

す
が
、
大
き
く
次
の
四
期
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①�

新
々
刀
最
初
期
＝
安
永
元
年
～
天
明

四
、
五
年
の
一
三
～
一
四
年
間
。

②�

濤
瀾
刃
の
時
代
＝
天
明
四
、
五
年
～

文
化
八
、九
年
の
二
七
～
二
八
年
間
。

③�

復
古
刀
の
時
代
＝
文
化
四
、
五
年
～

嘉
永
五
、六
年
の
四
五
～
四
六
年
間
。

④�

勤
王
刀
の
時
代
＝
安
政
元
年
～
明
治

三
年
の
一
五
～
一
六
年
間
。

　

た
だ
し
、
明
確
に
分
け
ら
れ
る
も
の

で
な
く
、
当
然
、
両
期
に
ま
た
が
っ
て

い
る
作
風
も
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も

目
安
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
お
の
お
の
の
時
代
の
特
徴
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
の
時
代
は
新
刀
期
の
流
れ
を
汲
ん

で
い
る
刀
工
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

刀
期
間
が
安
永
以
降
に
及
ん
で
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
新
々
刀
に
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。
濤
瀾
刃
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も

彼
ら
の
作
風
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
従

来
通
り
で
す
。

　

伯
耆
守
正
幸
や
大
和
守
元
平
は
薩
摩

刀
独
特
の
沸
の
粗
い
相
伝
を
焼
き
、
刃

中
に
金
筋
・
砂
流
し
な
ど
を
盛
ん
に
交

え
た
作
風
で
す
。
六
代
忠
吉
は
肥
前
刀

独
特
の
直
刃
を
焼
き
、
浜
部
寿
格
は
匂

出
来
の
拳
形
丁
子
乱
れ
を
焼
き
、
そ
れ

ぞ
れ
に
独
自
の
作
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
当
代
の
目

利
き
鎌
田
魚な

た
え妙

が
『
新
刀
辨
疑
』
を
著

し
、
そ
の
中
で
助
広
の
濤
瀾
刃
を
「
旭あ

さ

瀾な
み

」
と
号
し
て
絶
賛
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
再
版
の
都
度
、
濤
瀾
刃
を
絶
賛
し

て
い
ま
す
が
、
作
刀
界
に
お
い
て
す
ぐ

に
開
花
す
る
こ
と
は
な
く
、
五
、
六
年

を
経
て
天
明
四
、
五
年
ご
ろ
、
よ
う
や

く
濤
瀾
刃
の
時
代
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

②
の
濤
瀾
刃
の
時
代
は
、
特
に
寛
政

～
享
和
年
間
（
約
一
五
年
間
）
が
盛
行

期
で
有
、
文
化
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
次
第

に
減
少
し
、
文
化
十
一
年
ご
ろ
を
下
限

に
全
く
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

濤
瀾
刃
の
盛
行
期
に
は
水
心
子
正

秀
・
尾
崎
助
隆
・
手
柄
山
正
繁
が
活
躍

し
、
後
期
に
は
市
毛
徳
隣
・
天
竜
子
正

隆
・
加
藤
綱
英
、
そ
れ
に
正
秀
の
弟
子

の
直
胤
や
正
義
の
最
初
期
作
に
も
わ
ず

か
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

新
々
刀
期
の
濤
瀾
刃
で
は
、
助
広
に

近
い
刃
文
は
助
隆
・
綱
英
に
見
ら
れ
ま

す
が
、
他
の
刀
工
は
大
互
の
目
乱
れ
や

濤
瀾
刃
風
と
い
っ
た
感
じ
で
、
お
の
お

の
特
徴
の
あ
る
刃
文
で
す
。

　

そ
も
そ
も
濤
瀾
刃
と
は
、
大
互
の
目

の
片
方
の
傾
斜
が
緩
や
か
で
、
片
側
が

急
峻
と
な
る
形
状
の
刃
文
を
言
い
、
そ

れ
が
い
か
に
も
波
濤
を
思
わ
せ
荒
波
が

う
ね
る
様
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ

の
名
が
つ
い
て
お
り
、
助
広
が
創
始
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
各
刀
工
の
相
違
点
に
つ
い

て
、刃
文
の
み
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
々
刀
の
中
で
助
広
に
近
い
刃
文
を

焼
い
て
い
る
の
が
、
前
述
の
よ
う
に
助

隆
と
綱
英
で
す
。

　

助
隆
…
小
沸
出
来
で
匂
口
が
深
く
、

乱
れ
の
谷
が
角
張
る

4

4

4

特
徴
が
あ
り
、
全

体
に
間
延
び
し
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。

　

綱
英
…
匂
口
が
締
ま
り
心

4

4

4

4

4

4

4

に
小
沸
の

着
い
た
濤
瀾
刃
で
、
谷
の
底
が
や
は
り

角
張
り

4

4

4

、
匂
口
の
締
ま
っ
た
硬
く
見
え

る
飛
焼

4

4

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

大
互
の
目
乱
れ
が
濤
瀾
刃
風
に
な
る

の
が
正
秀
・
正
繁
・
徳
隣
な
ど
で
す
。

　

正
秀
…
濤
瀾
刃
に
大
小
の
差
が
目

立
っ
て
揃
わ
ず
、
横
手
下
辺
り
に
黒
い

粗
め
の
沸
が
刃
中
よ
り
地
に
こ
ぼ
れ
て

ム
ラ
に
現
れ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
元

の
焼
き
出
し
が
直
調
で
か
つ
長
い
の

も
、
大
き
な
見
ど
こ
ろ
で
す
。
ま
た
正

秀
に
は
一
竿
子
忠
綱
に
似
た
感
じ
の
濤

瀾
刃
も
あ
り
ま
す
。

　

正
繁
…
互
の
目
に
大
互
の
目
が
交
じ

り
匂
足
が
力
強
く
入
り
、
焼
頭
や
谷
に

匂
で
尖
っ
た
よ
う
な
尖
り
刃
が
交
じ
り

ま
す
。
ま
た
角
張
っ
た
刃
な
ど
も
交
じ

り
、
刃
中
に
砂
流
し
入
り
、
総
体
に
や

や
い
か
つ
い
感
じ
の
す
る
刃
文
で
、
匂

が
深
く
沸
が
よ
く
つ
き
匂
口
は
明
る
く

冴
え
て
い
ま
す
。

　

徳
隣
…
大
互
の
目
乱
れ
を
一
つ
二
つ

三
つ
と
一
定
の
リ
ズ
ム
で
焼
い
て
い
ま

す
。沸
は
ム
ラ
な
く
均
一
に
よ
く
つ
き
、

匂
口
は
最
も
明
る
く
冴
え
て
い
ま
す
。

　
〈
参
考
文
献
〉『
國
學
院
刀
剣
』
第
三

号
、『
江
戸
の
日
本
刀
』『
水
心
子
正
秀

と
そ
の
一
門
』『
刃
文
と
銘
字
（
新
々

刀
編
）』『
刀
剣
美
術
』
ほ
か

※�

前
号
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。
古
京

物
の
項
で
「
包
永
」
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
「
兼
永
」
で
す
。

質
問
箱

回
答
者
◉
冥
賀 

吉
也

第
四
回
・

質
問
箱

？
？
？
？
？
？
？？
？？
？？

新
々
刀
そ
の
一
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今
回
取
り
上
げ
る
刀
剣
は
、
登
録
証

の
種
別
に
は
剣
①
と
表
記
さ
れ
て
い
る

の
に
、
日
刀
保
の
鑑
定
書
で
は
脇
指
④

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
種
別
が
一
致
し

て
い
な
い
の
で
す
。
持
ち
込
ま
れ
た
刀

を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
、
造
り
込

み
が
切
先
両
刃
造
り
と
な
っ
て
お
り
、

登
録
証
の
種
別
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
電
話

し
、
登
録
証
の
内
容
確
認
を
し
た
と
こ

ろ
、
種
別
は
「
剣
」
で
間
違
い
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
結
局
、
登
録
審
査
会

に
出
向
き
、
登
録
証
の
訂
正
を
行
い
ま

し
た
。
②
③

　

東
京
都
の
登
録
で
し
た
の
で
、
そ
の

場
で
訂
正
し
た
新
登
録
証
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
、
訂
正
再
交
付
手
数
料
も

東
京
都
の
間
違
い
と
の
こ
と
で
無
料
と

な
り
ま
し
た
が
、
訂
正
を
受
け
る
ま
で

の
手
続
き
と
審
査
会
に
出
向
く
時
間
を

考
え
る
と
、
昭
和
三
十
二
年
当
時
の
ミ

ス
を
今
さ
ら
引
き
受
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
へ
の
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
刀
剣
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
種
別
と
造
り
込
み
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

剣
・
両
刃
造
り
・
切
先
両
刃
造
り
に

つ
い
て
再
度
確
認
し
て
み
ま
し
た
。

・
種
別
「
剣
」
は
両
刃
で
左
右
均
斉
で

あ
る
。
⑤

・
種
別
「
短
刀
」
で
両
刃
造
り
。
室
町

中
期
以
降
の
短
刀
に
限
ら
れ
、
両
刃

で
あ
る
が
左
右
均
斉
で
な
い
。
⑥

・
種
別
「
短
刀
」「
脇
指
」「
刀
、
太
刀
」

で
切
先
両
刃
造
り
。
切
先
部
分
も
し

く
は
上
半
分
の
み
が
両
刃
で
あ
る
。

平
家
重
代
の
小
烏
丸
が
こ
の
形
で
あ

る
。
ま
た
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

て
も
こ
の
形
が
製
作
さ
れ
た
。
⑦

�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

事
例
�

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
22

　

今
日
の
俺
の
行
き
先
は
船
橋
。
い
つ

も
交
換
会
の
小
さ
い
伝
票
の
書
き
入
れ

と
、
売
買
明
細
の
入
出
力
を
担
当
し
て

く
れ
る
仲
村
由
佳
さ
ん
を
訪
ね
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
組
合
に
関
連

す
る
女
性
は
こ
れ
で
打
ち
止
め
だ
な
、

な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
は
…
い
な
い
よ

な
。
最
終
回
の
た
め
に
大
御
所
を
温
存

し
て
い
る
ん
だ
よ
、
事
務
局
の
有
山
さ

ん
を
な
！

　

あ
ら
た
め
て
競
売
の
流
れ
を
お
さ
ら

い
す
る
と
、
発
句
か
ら
始
ま
り
、
セ
リ

手
が
落
札
を
認
め
る
と
、
通
し
が
仲
村

さ
ん
ら
に
種
別
・
価
格
・
落
札
者
を
伝

え
る
。
し
か
し
、
時
に
Ｓ
田
理
事
の
大

音
声
の
冗
談
と
ざ
わ
め
き
に
、
通
し
の

声
が
か
き
消
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
仲
村

さ
ん
の
焦
る
様
子
さ
え
見
せ
な
い
乾
い

た
ト
ー
ン
の
確
認
の
一
言
が
一
瞬
そ
の

場
を
席
巻
す
る
。
毎
回
お
し
ゃ
れ
な
仲

村
さ
ん
は
そ
ん
な
時
、
会
の
主
役
た
ち

の
組
合
員
を
食
っ
て
し
ま
い
が
ち
。

　

八
王
子
編
で
訪
ね
た
大
野
千
春
さ
ん

と
同
じ
く
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
だ
っ
た
仲

村
さ
ん
は
、
現
役
選
手
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
わ
れ
わ
れ

の
交
換
会
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
は
刀
剣
の
交
換
会
を
優
先

し
て
く
れ
る
が
ゆ
え
に
、
も
う
一
つ
の

仕
事
の
美
容
院
の
受
付
業
務
は
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

そ
こ
ま
で
貢
献
し
て
く
れ
て
い
る
と

は
、
あ
り
が
た
や
～
。

　

レ
ス
ラ
ー
だ
っ
た
面
影
は
今
は
全
く

な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
全
く
違
う
筋
力

が
求
め
ら
れ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
休
み
の

日
の
仲
村
さ
ん
の
過
ご
し
方
。
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
は
四
度
完
走
！
と
言
え
ば

そ
の
健
脚
さ
、
精
神
力
の
強
さ
も
う
か

が
え
よ
う
。

　

日
本
武
尊
が
祈
り
を
捧
げ
た
と
い
う

千
葉
県
屈
指
の
古
社
、
船
橋
大
神
宮
で

待
ち
合
わ
せ
た
が
、
大
鳥
居
横
の
お
店

で
カ
レ
ー
を
パ
ク
パ
ク
食
べ
る
彼
女
は

初
め
て
会
っ
た
こ
ろ
よ
り
一
回
り
ス
リ

ム
に
な
り
、
何
だ
か
浩
二
さ
ん
と
結
婚

し
た
こ
ろ
の
ル
リ
子
さ
ん
み
た
い
。

　

こ
の
世
の
生
あ
る
多
く
の
も
の
に

と
っ
て
歳
月
と
は
残
酷
な
も
の
だ
ろ

う
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
は
。
し
か
し

収
穫
、
発
酵
、
熟
成
な
ど
の
時
間
が
も

た
ら
す
喜
び
と
同
様
、
仲
村
さ
ん
は
歳

月
を
味
方
に
つ
け
素
敵
な
大
人
の
女
性

へ
の
街
道
を
爆
進
走
行
中
だ
。
一
方
、

俺
は
千
葉
街
道
を
東
京
へ
ヨ
タ
ヨ
タ
走

行
中
。�

（
綱
取
譲
一
）

　

私
は
、
い
わ

ゆ
る
名
品
や
逸

品
と
い
う
も
の

に
縁
が
な
く
今

に
至
る
。
な
の

で
、
今
回
の
お

題
を
頂
い
た
時

に
は
正
直
な
と

こ
ろ
困
っ
た
。

し
か
し
、
い
ろ

い
ろ
と
悩
ん
だ

あ
げ
く
「
私
の

好
き
な
一
品
」

に
変
換
し
て
し

ま
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
苦
肉
の
策

ど
こ
ろ
か
、へ
ら

ず
口
で
あ
る
。

　

ど
う
ぞ
お
許

し
頂
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
選

ん
だ
の
が
こ
の

小
柄
だ
。
赤
銅
魚
子
地
に
金
と
銀
の
色

絵
象
嵌
、
裏
は
哺
金
だ
。
お
そ
ら
く
京

金
工
あ
た
り
だ
ろ
う
。

　

画
と
い
う
と
、
冠
と
紅
葉
の
枝
が
一

挿
し
。「
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
？
」
だ
。

　

そ
の
正
体
は
、
源
氏
物
語
第
七
帖
・

紅も
み
じ葉

賀の
が

で
あ
る
。
主
人
公
・
光
源
氏
が

継
母
・
藤
壺
へ
の
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
思

慕
の
情
を
抱
え
、
か
の
人
に
届
け
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
、
袖
を
ひ
る
が
え
し

て
青
海
波
を
舞
う
。

　

輝
く
ば
か
り
の
美
貌
の
貴
公
子
、

光
源
氏
。
そ
の
冠
に
挿
さ
れ
て
い
た

紅
葉
の
枝
す
ら
褪
せ
て
見
え
、
手

折
っ
た
ば
か
り
の
菊
の
枝
に
取
り
換

え
た
ほ
ど
だ
。

　

私
は
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
の

場
面
に
心
を
と
き
め
か
せ
た
ま
ま
大

人
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
小
柄

を
見
た
瞬
間
に「
紅
葉
賀
だ
！
」と
初
々

し
い
恋
心
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
出
し

た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
失
格
だ
が
、
と
に

か
く
欲
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

恐
る
恐
る
値
段
を
尋
ね
る
と
、
私
の

手
に
負
え
る
で
は
な
い
か
。
数
分
後
、

私
は
こ
の
小
柄
を
握
っ
て
い
た
。何
故
、

こ
う
も
心
を
奪
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
？

　

こ
こ
ま
で
の
心
模
様
に
加
え
て
、
も

う
ひ
と
つ
刀
装
具
に
は
語
ら
ね
ば
な
ら

な
い
魅
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
留
守

図
柄
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

　

こ
の
小
柄
も
そ
う
だ
が
、
西
洋
絵
画

で
い
う
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
。つ
ま
り「
持

ち
物
」
に
よ
っ
て
そ
の
人
、
そ
の
主
題

を
表
現
す
る
も
の
だ
。

　

冠
と
紅
葉
の
一
枝
、こ
れ
だ
け
で「
源

氏
物
語
の
紅
葉
賀
の
帖
で
、
青
海
波
を

舞
う
場
面
ね
」と
連
想
さ
せ
て
し
ま
う
。

こ
れ
を
「
引
き
算
の
美
」
と
言
う
の
だ

ろ
う
。

　

極
限
ま
で
絞
り
ぬ
く
こ
と
で
逆
に
鮮

や
か
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
し
ま
う
、
そ

の
創
意
工
夫
を
感
じ
ら
れ
る
か
試
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
小
柄
は
も
う
手
元

に
は
な
い
。
し
ば
し
私
を
楽
し
ま
せ
、

久
し
ぶ
り
に
源
氏
物
語
に
向
か
わ
せ
て

く
れ
た
。
十
分
だ
。
あ
り
が
と
う
。

　

私
の
元
で
の
役
目
は
終
わ
っ
た
。
今

ご
ろ
は
、
好
事
家
に
愛
玩
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
い
い
。
心

よ
り
願
っ
て
い
る
。
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９月５日　LEAGUE銀座B会議室において『刀剣
界』第49号編集委員会を開催（再校）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・清水専務理事・
嶋田常務理事・綱取常務理事・生野理事・持
田理事・土子民夫氏

９日　深海理事長と土子氏が「刀剣評価鑑定士」
認定試験問題監修依頼のため警察庁を訪問

11日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ編
集委員会を開催（再校）。出席者、清水専務理事・
嶋田常務理事・生野理事・服部一隆氏・土子氏

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開
催。参加52名、出来高7,885,000円

17日　東京美術倶楽部において理事懇談会を開
催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥
副理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田
常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・
猿田理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥
賀理事・持田理事・赤荻監事・大西監事

17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第50号
編集委員会を開催（企画）。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・服部副理事長・清水専務理事・
嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平
理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥賀理
事・持田理事・赤荻監事・土子氏

19日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ
編集委員会を開催（色校）。出席者、清水専務
理事・嶋田常務理事・生野理事・土子氏

24日　濵﨑事務局員が新宿警察署に代表者変更
書類を提出

26日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ
編集委員会を開催（念校）。出席者、清水専務
理事・嶋田常務理事・服部一隆氏・土子氏

10月８日　濵﨑事務局員が新宿警察署を訪問、
古物営業者・代表者変更完了

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開
催。参加50名、出来高10,787,000円

17日　東京美術倶楽部において第３回理事会を
開催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・
嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大
平理事・猿田理事・生野理事・瀬下理事・松
本理事・冥賀理事・持田理事・吉井理事・赤
荻監事・大西監事

17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第50
号編集委員会を開催（初校）。出席者、深海理
事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常
務理事・大平理事・生野理事・瀬下理事・松
本理事・冥賀理事・持田理事・土子氏

25日　伊波副理事長と清水専務理事が愛宕警察
署を訪問、市場主・代表者変更等書類と「大
刀剣市」カタログを提出

28日　銀座長州屋において『刀剣界』第50号編
集委員会を開催（再校）。出席者、深海理事長・

服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・
生野理事・土子氏

11月１～３日　東京美術倶楽部において「大刀
剣市」を開催。入場者各日940名・944名・783
名、計2,667名

７日　濵﨑事務局員が愛宕警察署を訪問、市場
主変更届を提出し受理される

16日　東京美術倶楽部において理事懇談会を開
催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・服
部副理事長・清水専務理事・嶋田常務理事・
飯田理事・大平理事・猿田理事・瀬下理事・
松本理事・冥賀理事・持田理事・赤荻監事

16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第51
号編集委員会を開催（企画）。出席者、深海理
事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋田常務
理事・飯田理事・大平理事・瀬下理事・松本理
事・冥賀理事・持田理事・赤荻監事・土子氏

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開
催。参加46名、出来高13,359,500円

17日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」プ
レゼント企画の抽選会を開催、ハガキ694通か
ら10名を選ぶ

19日　清水専務理事と嶋田常務理事が東京国立
博物館において出張査定

22日　濵﨑事務局員が牛込簞笥町区民ホールに
て開催された古物講習会に出席

12月６日　憲政記念館において開催された（公
財）日本刀文化振興協会設立10周年記念祝賀
会に深海理事長・伊波副理事長・服部副理事
長・清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務
理事・飯田理事・大平理事・生野理事・持田
理事・飯田相談役が出席

10日　神奈川県警より盗品手配の依頼あり
13日　伊波副理事長と飯田理事が産経新聞社を

訪問し、「明美ちゃん基金」に20万円を寄託
17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開

催。参加54名、出来高10,234,000円
17日　東京美術倶楽部において第４回理事会を

開催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理事・
嶋田常務理事・綱取常務理事・大平理事・猿
田理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥
賀理事・持田理事・赤荻監事・大西監事

17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第51
号編集委員会を開催（初校）。出席者、深海理
事長・伊波副理事長・服部副理事長・清水専
務理事・嶋田常務理事・大平理事・生野理事・
瀬下理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・
赤荻監事・土子氏

26日　銀座長州屋において『刀剣界』第51号編
集委員会を開催（再校）。出席者、深海理事長・
伊波副理事長・生野理事・土子氏

組合こよみ（令和元年9～12月）

船橋大神宮にて仲村由佳さんと
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先
日
、
知
り
合
い
の
ロ
シ
ア
人
か
ら

「
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
最
後
の
皇
帝
と
な
っ

た
ニ
コ
ラ
イ
二
世
が
皇
太
子
時
代
に
日

本
を
訪
れ
、
暴
漢
に
遭
っ
た
（
大
津
事

件
）。
そ
の
時
の
凶
器
と
な
っ
た
サ
ー

ベ
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
」

と
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
津
事
件
」
の
概
要
は
知
っ
て
は

い
た
も
の
の
、
凶
器
と
な
っ
た
サ
ー
ベ

ル
の
刀
身
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
全

く
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
手
で
き
る

情
報
も
乏
し
い
た
め
、
そ
の
サ
ー
ベ
ル

を
収
蔵
す
る
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

に
当
組
合
の
教
育
情
報
部
会
と
し
て
お

願
い
し
て
特
別
閲
覧
の
許
可
を
頂
き
、

事
件
の
起
き
た
現
場
と
同
館
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
は
昭
和
三

十
六
年
の
開
館
で
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
展
覧
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
休
館
中
で
す
。

現
在
は
、
同
館
の
収
蔵
品
の
展
示
を
他

の
博
物
館
で
行
う
と
と
も
に
、
貴
重
な

文
化
財
の
保
管
・
管
理
等
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ベ
ル
は
現
在
、
他
の
大
津

事
件
関
係
資
料
と
と
も
に
滋
賀
県
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
去
る

十
一
月
七
日
に
同
館
を
訪
ね
、
滋
賀
県

教
育
委
員
会
の
古
川
史
隆
さ
ん
に
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
ニ
コ

ラ
イ
二
世
が
東
洋
諸
国
の
漫
遊
の
途

次
、
四
月
二
十
七
日
に
長
崎
港
ヘ
到
着

し
ま
す
。
初
め
て
日
本
を
訪
れ
る
皇
太

子
を
、
明
治
天
皇
は
国
賓
と
し
て
迎
え

ま
し
た
。

　

長
崎
・
鹿
児
島
で
盛
大
な
歓
迎
を
受

け
た
後
、
海
路
に
て
神
戸
へ
上
陸
し
京

都
に
来
遊
、
五
月
十
一
日
に
京
都
か
ら

人
力
車
で
大
津
へ
向
か
い
ま
す
。
大
津

遊
覧
を
満
喫
し
一
行
が
帰
路
に
着
い
た

直
後
に
、
世
界
を
驚
か
す
重
大
事
件
は

起
き
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
庁
を
出
発
し
た
一
行
が
京
町

通
字
小
唐
崎
町
ま
で
進
ん
で
き
た
時
、

沿
道
警
護
の
た
め
に
立
番
し
て
い
た
巡

査
・
津
田
三
蔵
が
突
然
腰
に
帯
剣
し
た

サ
ー
ベ
ル
を
鞘
か
ら
抜
き
、
人
力
車
に

乗
る
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
の
頭
部
へ
切
り

付
け
た
の
で
す
。

　

右
側
の
額
前
方
よ
り
後
方
に
刃や

い
ば

が
光

る
と
同
時
に
、
皇
太
子
の
悲
鳴
が
上
が

り
ま
し
た
。
凶
器
は
山
高
帽
の
縁
を
切

り
裂
き
、
さ
ら
に
傷
は
長
さ
九
セ
ン
チ

に
及
ん
で
骨
に
達
し
、
骨
片
の
一
部
を

切
り
取
り
ま
し
た
。
車
を
飛
び
降
り
て

振
り
向
く
皇
太
子
へ
、
三
蔵
は
再
び

迫
っ
て
も
う
一
振
切
り
付
け
ま
す
。
額

の
下
部
に
当
た
り
、
七
セ
ン
チ
の
長
さ

で
骨
膜
ま
で
達
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
軽
傷
で
し
た
。

　

三
蔵
は
明
治
十
年
に
勃
発
し
た
西
南

戦
争
へ
政
府
軍
と
し
て
参
戦
し
、
激
戦

を
経
験
し
た
上
、
叙
勲
さ
れ
る
ほ
ど
の

強
者
で
あ
っ
た
の
で
、
皇
太
子
が
こ
れ

だ
け
の
傷
で
難
を
逃
れ
ら
れ
た
の
は
不

思
議
な
く
ら
い
で
し
た
。

　

サ
ー
ベ
ル
の
中
身
は
長
さ
五
七
セ
ン

チ
、
反
り
一･

四
セ
ン
チ
、
目
釘
穴
一

個
、
大
磨
上
げ
無
銘
の
脇
指
で
、
物
打

ち
辺
に
一
カ
所
大
き
な
刃
こ
ぼ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

三
蔵
は
ニ
コ
ラ
イ

皇
太
子
の
頭
部
ヘ
二

回
切
り
付
け
た
後
、

人
力
車
の
車
夫
に
後

ろ
か
ら
両
足
を
捉
え

ら
れ
、
う
つ
伏
せ
に

倒
さ
れ
、
そ
の
時

サ
ー
ベ
ル
を
地
面
に

落
と
し
て
刃
こ
ぼ
れ

が
で
き
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
別
の
車
夫
が

そ
の
サ
ー
ベ
ル
を
拾

い
上
げ
、
三
蔵
の
後

ろ
か
ら
頭
部
と
背
部

に
切
り
付
け
、
皇
太

子
以
上
の
傷
を
負
わ

せ
ま
し
た
。

　

刀
身
は
現
在
も
当

時
の
ま
ま
の
サ
ー
ベ

ル
拵
に
納
ま
っ
て
お

り
、
刀
身
全
体
が

錆
び
て
い
る
た
め
に
地
鉄
や
刃
文
は
見

え
ま
せ
ん
。
鎬
が
低
く
鎬
筋
が
判
然
と

し
ま
せ
ん
が
、
実
戦
の
目
的
で
研
磨
に

精
通
し
な
い
者
が
研
い
だ
節
が
伺
え
ま

す
。
鐔
に
滋
賀
県
の
文
字
と
番
号
が
刻

印
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
十

六
年
よ
り
下
級
巡
査
も
帯
剣
で
き
る
法

改
正
後
の
官
給
品
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

明
治
中
ご
ろ
の
日
本
は
ま
だ
小
国
で

あ
り
、
大
国
ロ
シ
ア
の
皇
太
子
に
対
し

て
こ
れ
だ
け
の
失
態
が
あ
っ
た
の
で
す

か
ら
、
当
時
の
国
内
の
混
乱
ぶ
り
が
偲

ば
れ
ま
す
。
こ
の
事
件
の
裁
判
で
政
府

は
三
蔵
を
死
刑
に
し
よ
う
と
司
法
へ
強

い
圧
力
を
か
け
ま
す
が
、
司
法
は
そ
の

圧
力
に
屈
せ
ず
三
権
分
立
を
貫
き
、
無

期
徒
刑
（
無
期
懲
役
）
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
降
、
司
法
権
の
独
立
が
明
確

化
し
、外
国
に
対
抗
す
る
礎
と
も
な
り
、

近
代
国
家
の
構
築
を
早
め
た
と
、
多
く

の
書
物
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
巨
額
の
賠
償
や
無
理
難

題
が
持
ち
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た

日
本
政
府
は
、
翌
十
二
日
、
明
治
天
皇

が
京
都
へ
行
幸
し
ま
す
。
天
皇
が
迅
速

に
直
々
の
お
見
舞
い
を
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
津
事
件
が
平
和
的
に
解
決
さ
れ

た
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
の
ロ
シ
ア
政
府
は
、
日
露
関
係

を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
本
国
で
報
道

管
制
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
側
の
国
民

感
情
へ
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
大
事
件

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
和
的

に
解
決
さ
れ
た
こ
と
は
驚
き
で
す
。

　

両
国
に
と
っ
て
の
危
機
に
際
し
て
ど

う
乗
り
切
る
の
か
、
乗
り
切
っ
た
の
か

を
、
現
代
の
私
た
ち
に
置
き
換
え
、
大

津
事
件
に
新
た
な
意
義
を
加
え
て
考
察

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

テ
ロ
リ
ス
ト
が
暗
殺
に
使
用
し
た

サ
ー
ベ
ル
と
し
て
で
な
く
、
相
互
に
敬

う
信
頼
関
係
の
下
で
、
平
和
的
に
解
決

し
た
両
国
の
友
好
の
象
徴
と
し
て
展
示

さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
両
国
の
交

流
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
嶋
田
伸
夫
）

大
津
事
件
で

凶
器
と
な
っ
た
サ
ー
ベ
ル

歴
史
探
訪
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

　

十
月
三
十
一
日
、
自
民
党
本
部
会
議

室
に
お
い
て
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を

保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
の
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
国
会
の
会
期

中
と
あ
っ
て
多
忙
な
日
程
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
議
員
が
出
席
、
関
係
団 

体
か
ら
も
参
加
し
て
熱
心
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

　

文
化
庁
の
担
当
官
か

ら
は
、
令
和
二
年
度
の

刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保

存
振
興
に
関
す
る
概
算

要
求
状
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
予
算
の
大
幅

な
増
額
が
期
待
さ
れ
、

特
に
文
化
財
修
理
の
伝

統
技
術
等
継
承
事
業
は

関
係
団
体
が
実
施
す
る

各
種
研
修
（
公
募
）
へ

の
大
き
な
支
援
が
見
込

ま
れ
る
。

　

席
上
、
発
言
を
求
め

ら
れ
た
甘
利
明
共
同
代
表
か
ら
は
「
日

本
刀
は
ほ
か
の
美
術
品
に
比
べ
、
そ
の

価
格
評
価
が
き
わ
め
て
低
い
。
こ
れ
は

海
外
で
の
認
知
度
が
不
十
分
な
せ
い

だ
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
日
本
刀
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ

る
同
議
連
だ
が
、
各
分
野
で
の
国
際
交

流
が
ま
す
ま
す
活

発
に
な
る
中
で
、

そ
の
活
動
を
支
持

し
て
推
進
す
べ
き

業
界
独
自
の
努
力

も
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

総
会
終
了
後

は
、
文
化
庁
が
用

意
し
た
五
振
の
名

刀
鑑
賞
会
が
開
か

れ
、
議
員
の
皆
さ

ん
も
国
会
審
議
の

合
間
、
愉
悦
の
ひ

と
と
き
に
浸
っ
て

い
た
。

　
（
一
社
）
日
本
鉄
鋼
協
会
の
「
鉄
の

技
術
と
歴
史
」
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

十
一
月
三
十
日
、
東
京
工
業
大
学
に
お

い
て
講
演
会
「
芸
術
を
創
る
刃
物
」
を

開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
や
海
外
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
い
る
「
日
本
の
刃
物
」
を
俎

上
に
上
せ
、「
な
ぜ
よ
く
切
れ
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
き
た
シ
リ
ー
ズ

の
一
環
。
過
去
五
回
に
わ
た
り
、
刃
物

に
関
連
す
る
多
彩
な
分
野
の
方
々
が
講

演
さ
れ
、
日
本
の
各
種
刃
物
の
持
ち
味

と
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

今
回
は
、
仏
師
の
田
中
慎
二
氏
と
と

も
に
彫
金
作
家
の
泉
公
士
郎
氏
と
研
師

の
池
田
長
正
氏
が
登
場
し
、
お
二
人
は

「
彫
金
の
伝
統
技
法
と
刀
装
具
の
見
方
」

に
つ
い
て
講
演
と
彫
技
の
実
演
を
行
っ

た
。
約
七
十
名
の
聴
衆
の
多
く
は
鉄
に

関
し
て
は
専
門
家
だ
が
、
刀
装
具
や
そ

の
技
術
に
関
し
て
は
初
め
て
の
実
見
体

験
と
あ
っ
て
、
興
味
津
々
。
講
演
後
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
懇
親
会
の
場
で

も
、
質
問
が
殺
到
し
て
い
た
。�

（
Ｔ
）

自
民
党
本
部
で「
刀
剣
議
連
」総
会
開
く

好
評
だ
っ
た
刀
剣
職
方
ら
に
よ
る

「
芸
術
を
創
る
刃
物
」

「芸術を創る刃物」のディスカッション風景

名刀鑑賞会も用意された刀剣議連総会

凶器となったサーベル

石標が事件現場を伝える現在の大津市内
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令
和
元
年
九
月
、
一
冊
の
刀
剣
解
説

書
が
刊
行
さ
れ
た
。『
刀
の
鑑
賞
規
範
』

…
著
者
は
刀
剣
研
究
者
・
鑑
定
会
講
師

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
中
原
信
夫
氏
。

師
は
村
上
孝
介
氏
で
、
あ
の
本
阿
弥
光

遜
氏
の
孫
弟
子
に
当
た
る
直
系
鑑
定
家

で
あ
り
、
か
つ
て
刀
剣
機
関
誌
『
と
う

　

戦
国
武
将
前
田
利
家
は
、
槍
の
名
手

で
あ
っ
た
と
い
う
。
人
呼
ん
で
「
槍
の

又
左
衛
門
」
で
あ
る
。
一
体
ど
ん
な
槍

を
使
用
し
て
い
た
の
か
。
形
状
は
、
長

さ
は
、
と
問
わ
れ
る
と
全
く
回
答
で
き

な
い
。

　

某
テ
レ
ビ
局
の
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
、

「
前
田
利
家
の
槍
を
再
現
し
た
い
の
で

す
が
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
」「
彼
は
六
三
〇
セ
ン
チ
の

え
ん
』
を
発
行
し
、
当
業
界
で
は
知
ら
れ

た
存
在
だ
。

　

そ
の
彼
が
今
回
著
し
た
『
刀
の
鑑
賞
規

範
』
は
、
過
去
に
類
例
を
見
な
い
ほ
ど
の

斬
新
さ
と
説
得
力
を
持
っ
た
内
容
だ
。
刀

剣
鑑
定
の
基
本
と
本
質
を
押
さ
え
つ
つ
、

よ
り
深
く
そ
し
て
広
範
囲
に
、
身
に
付
け

る
べ
き
項
目
と
要
点
・
視

点
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

る
。そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
偽

物
や
再
刃
そ
し
て
磨
上
と

い
っ
た
所
作
や
プ
ロ
セ

ス
、
現
象
、
状
態
に
至
る

ま
で
を
詳
細
に
網
羅
し
て

い
る
。
ま
た
、
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
に
写
真
、
押
形
、
そ
し

て
図
解
を
豊
富
に
掲
載
し
て
、
視
覚
的
に

理
解
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

刀
の
正
体
を
知
る
上
で
、
こ
れ
ほ
ど
の

内
容
を
持
っ
た
解
説
書
は
他
に
類
例
が
な

く
、
ま
さ
に
「
刀
の
解
体
新
書
」
と
も
言

え
る
も
の
だ
。一
般
に
出
回
っ
て
い
る〝
刀

や
刀
工
を
讃
え
褒
め
上
げ
る
〟
類
の
刀
剣

書
で
は
な
い
。

　

解
説
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
刀
の
出
来
・

不
出
来
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
刀
の
状
態

の
変
化
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
探
り
、
作
位

や
刀
工
名
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
状

の
品
質
を
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ

も
論
理
的
か
つ
物
理
的
、
事
実
と
現
実
の

整
合
性
に
基
づ
い
た
解
説
で
あ
り
、
見
た

目
や
イ
メ
ー
ジ
、
思
い
込
み
、
既
成
概
念
、

通
念
と
い
っ
た
視
点
を
排
除
し
た
、
き
わ

め
て
実
践
的
か
つ
的
確
な
指
摘
が
さ
れ
て

い
る
。
現
に
中
原
氏
は
本
書
の
中
で
、
自

分
の
師
の
系
統
で
あ
る
本
阿
弥
光
遜
氏
の

解
説
さ
え
一
部
を
否
定
し
て
い
る
ほ
ど

だ
。

　

刀
剣
そ
の
も
の
の
評
価
・
基
準
、
真
偽

ま
で
を
も
解
説
し
た
本
書
は
、
目
の
前
に

あ
る
刀
の
正
体
と
本
質
を
的
確
に
見
極
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
企
画
・
意
図

さ
れ
た
、
ま
さ
に
刀
剣
鑑
定
の
起
点
と
な

る
バ
イ
ブ
ル
で
あ
り
、
特
に
こ
れ
か
ら
の

若
い
刀
剣
商
に
は
必
携
の
一
冊
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

本
書
を
通
し
て
刀
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
業
界
で
の
論
議
が
活
性
化
し
、
よ
り

健
全
な
進
展
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　

購
入
は
、
あ
さ
ひ
刀
剣
（
☎
〇
四
八-

六
四
三-

八
二
一
〇
）ほ
か
取
扱
店
に
て
。

�

（
Ｔ
）

槍
を
使
用
し
た
そ
う
で
す
」
と
言
う
。
店

内
に
は
そ
ん
な
長
い
槍
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
長
い
槍
の
柄
を
並
べ
て
六
三
〇
セ
ン

チ
を
再
現
し
て
み
る
と
、
恐
る
べ
き
長
さ

と
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
を
再
現
し
て
ス
タ
ジ
オ
で
紹
介

す
れ
ば
、
盛
り
上
が
り
ま
す
ね
」。
絶
句

す
る
よ
う
な
要
望
…
。

　

こ
の
顚
末
は
テ
レ
ビ
で
ご
覧
い
た
だ
く

と
し
よ
う
。

　

槍
の
長
さ
や
武
装
を
テ
ー
マ
に

し
た
本
が
あ
っ
た
な
あ
…
。
あ
っ

た
！　

西
股
総
生
『
戦
国
の
軍

隊
』。
戦
国
武
将
の
兵
種
別
編
成
と

軍
役
、
武
器
・
武
具
の
使
用
の
仕

方
、
そ
し
て
槍
の
柄
の
長
さ
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
足
軽
が
三
間（
約

五
四
〇
セ
ン
チ
）
の
長
い
槍
を
使

用
し
、
威
力
を
発
揮
し
た
と
い
う
。

　

西
股
氏
の
得
意
分
野
は
中
世
の

城
で
あ
る
。
城
と
い
え
ば
、
石
垣

と
水
堀
、
天
守
閣
が
あ
る
城
を
連

想
す
る
が
、
中
世
の
城
は
石
垣
な
ど
な
い

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
が
城
な
の
か
さ
え
、ほ
ぼ
わ
か
ら
な
い
。

西
股
氏
は
藪
の
よ
う
な
現
場
に
分
け
入
り
、

マ
ム
シ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
歩
き
回
り
、

か
つ
て
あ
っ
た
郭
（
曲
輪
）、
空
堀
、
縦
堀

の
所
在
を
確
か
め
、ど
ん
な
形
状
の
城
だ
っ

た
の
か
を
調
査
。
縄
張
図
と
い
う
独
特
の

城
郭
図
面
に
ま
と
め
、「
城
の
設
計
者
は

ど
ん
な
目
論
見
で
、
い
か
な
る
敵
に
備
え

た
の
か
」
を
推
理
し
、
戦
国
史
を
再
考
。

　

西
股
氏
の
こ
の
書
は
、
城
郭
調
査
と
文

献
、
先
行
研
究
の
検
討
に
基
づ
き
、
戦
国

武
将
の
軍
勢
の
実
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
一
読
を
お
勧

め
す
る
。

　

さ
て
、
こ
の
西
股
氏
、
筆
者
も
在
籍
し

た
安
田
元
久
先
生
の
ゼ
ミ
の
先
輩
で
あ

る
。
届
い
た
年
賀
状
に
「
今
年
、
日
本
全

て
の
城
郭
を
制
覇
！
」
等
と
あ
る
の
を
見

る
た
び
、
今
も
発
掘
現
場
に
行
っ
て
お
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
い
つ
の
間
に
か
会
社
を
辞
め
、

「
縄
張
リ
ス
ト
」
を
自
称
し
、
歴
女
に
城

ツ
ア
ー
を
案
内
し
、
描
き
た
め
た
縄
張
図

を
基
に
城
と
戦
国
史
の
著
書
を
出
し
て
い

る
。
今
回
の
本
も
そ
の
一
冊
で
あ
る
。

　

夏
の
暑
い
日
、
卒
論
で
悩
ん
で
い
た
筆

者
と
、
修
士
論
文
が
書
け
ず
に
い
た
西
股

氏
と
も
う
一
人
の
、
や
は
り
修
論
完
成
間

際
に
頓
挫
し
た
先
輩
と
三
人
で
し
ょ
う
も

な
い
話
を
し
て
い
た
。
目
白
の
志
村
と
い

う
和
風
喫
茶
で
あ
る
。
イ
チ
ゴ
の
か
き
氷

を
食
べ
て
い
た
西
股
氏
が
、ふ
と
「
あ
ー
、

人
生
も
こ
ん
な
風
に
バ
ラ
色
だ
っ
た
ら
い

い
の
に
な
あ
…
…
」
と
言
っ
た
。
西
股
さ

ん
、
人
生
、
今
は
バ
ラ
色
で
す
か
？

�

（
小
島
つ
と
む
）

■
西
股
総
生
（
に
し
ま
た
・
ふ
さ
お
）　

一
九
六
一
年
北
海
道
生
ま
れ
。
学
習
院
大

学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
同
大
学
院
史
学

専
攻
・
博
士
前
期
課
程
修
了
。
目
黒
区
教

育
委
員
会
嘱
託
、
三
鷹
市
史
跡
調
査
会
、

株
式
会
社
武
蔵
文
化
財
研
究
所
を
経
て
現

在
フ
リ
ー
。
城
郭
史
料
学
会
・
中
世
城
郭

研
究
会
・
日
本
考
古
学
協
会
会
員
。
著
書

に
『
軍
事
分
析
―
戦
国
の
城
』（
学
研
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）、『
日
本
名
城
百
選
』（
小

学
館
）
な
ど
が
あ
る
。

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

鑑
定
の
基
本
と
本
質
に
向
き
合
い
、真
摯
に
刀
を
学
ぶ

『
刀
の
鑑
賞
規
範
』�

中
原
信
夫 

著
　
定
価
二
万
円（
税
込
）

城
の
専
門
家
が
戦
国
史
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
再
現
す
る

『
戦
国
の
軍
隊
─
現
代
軍
事
学
か
ら
見
た
戦
国
大
名
の
軍
勢
』

西
股
総
生 

著
　
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
定
価（
本
体
一
、四
〇
〇
円
＋
税
）

　既報の通り、「刀剣評価鑑定士」認定試験問題
については、該当する事項を警察庁の担当部署に
て監修願えないか依頼し、承諾を頂いていたが、
このほど作業を終えて回答を得た。そこで、「警
察庁における修正意見」を加えた試験問題例を数
回に分けて紹介する（二重線、太字は修正箇所）。
■銃砲刀剣類所持等取締法などに関する問題

［問題］　登録を受けた銃砲又は刀剣類を譲渡ある
いは譲り受け若しくは相続により取得した場合、

（　　）に所有者変更届その旨を当該登録の事務
を行った都道府県の教育委員会に提出し届け出な
ければならない。空欄に当てはまる正しい語句を
下から選びなさい。
　①すみやか　② 20 日以内� 正解　②

［問題］　登録後のを受けた刀剣類を試験、研究、
研まもしくは若しくは修理のため、または又は公
衆の観覧に供するため貸付貸し付け、または又は
保管の委託をした場合に限りおいては、所有者変
更届をしなくてもよい。等の届け出を要しない。
○か×か。� 正解　○

［問題］　「銃砲刀剣類登録証」が付いている刀剣類
を購入または又は譲り受けた場合は、所轄の警察
署とその刀剣類がの登録されているの事務を行っ
た都道府県教育委員会宛に、20 日以内に「銃砲刀
剣類等所有者変更届出書」を提出しなければなら
ない。○か×か。� 正解　×

［問題］　刀剣類と模造刀剣類に関する銃刀法上の
規程定で、正しいのは次のどれか。
　①�刀剣類は許可又は登録なく所持することを禁

じられている。模造刀剣類は携帯することを
自体は許されている。

　②�刀剣類は許可又は登録なく所持することを禁

じられている。模造刀剣類も業務その他正当
な理由による場合を除いては携帯することを
禁じられている。� 正解　②

［問題］　次のうち、いずれが正しいか。
　①�登録証を亡失し、もしくは若しくは盗み取ら

れ、または又はこれを登録証が滅失した場合
には、速やかにその旨を住所地を管轄する警
察署に申し届け出、登録証の再交付を受けな
ければならない。

　②�登録証を亡失し、もしくは若しくは盗み取ら
れ、または又はこれを登録証が滅失した場合
には、速やかに都道府県のその旨を登録の事
務を行った都道府県教育委員会に申し届け
出、登録証の再交付を受けなければならない。
� 正解　②

■古物営業法などに関する問題
［問題］　重要品触れに係る書面を保存しなくては
ならない期間はどれだけか。次の中から正しいも
のを選びなさい。
　①到達した日から３年間
　②半年到達した日から６ヶ月間� 正解　②

［問題］　買い受け、もしくは若しくは交換するた
め、または又は売却もしくは若しくは交換の委託
を受けるため、古物商が古物商以外の者から古物
を受け取ることができる場所はどこか（仮設店舗
において古物営業を営む場合において、あらかじ
め、その日時及び場所を、その場所を管轄する公
安委員会に届け出たときを除く。）。次の中から正
しいものを選びなさい。
　①�古物商の営業所または又は取引の相手方の住

所もしくは若しくは居所
　②�古物商の営業所または又は取引の相手方が指

定した場所� 正解　①
［問題］　古物商が、日本刀古物を買い受け、もし
くは若しくは交換し、または又は売却もしくは若
しくは交換の委託を受けようとするときは、相手
方の真偽を確認するため、住所、氏名、職業およ
び及び年齢を確認しなければならないが、その義
務が免除される金額対価の総額はいくらか。次の
中から正しいものを選びなさい。
　①１万円以下未満　②３万円以下未満
� 正解　①

［問題］　盗難または遺失の時から１年を経過しな
い場合に、古物商が買い受け、または又は交換し
た古物のうちに盗品または又は遺失物があった場
合においては、盗難又は遺失の時から１年を経過
していなければ、その古物商が当該盗品または又
は遺失物を公の市場において、または又は同種の
物を取り扱う営業者から善意で譲り受けた場合に
おいても、被害者または又は遺失主は、古物商に
対し、これを無償で回復することを求めることが
できるか。次の中から正しいものを選びなさい。
　①�無償で回復することを求めることができる
　②�無償では回復することを求めることができない

� 正解　①
［問題］　いわゆる古物商の防犯三大義務とは、「取
引相手の確認義務」「不正品の申告義務」「帳簿等
への記録記載等及びその保存義務」である。○か
×か。� 正解　○
※�古物営業法で古物商・古物市場主に課している

様々な義務のうち、「取引相手の確認義務」「不
正品の申告義務」「帳簿等への記載等及びその
保存義務」の義務を「古物商の防犯三大義務」
として、過去に通達で示している。

「刀剣評価鑑定士」認定試験問題の監修結果①
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十
一
月
十
六
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部

に
お
い
て
、
刀
装
具
の
研
究
会･

尚
友

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

前
会
長
橋
本
晴
夫
氏
が
六
月
十
三
日

に
他
界
さ
れ
、
そ
の
悲
し
み
の
中
、
尚

友
会
存
続
の
た
め
に
多
く
の
方
か
ら
ご

心
配
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。
新
た
に
葉

山
修
陽
会
長
の
下
、
深
町
正
男
氏
が
引

き
続
き
副
会
長
に
就
任
、浜
崎
旨
朗
氏
・

吉
野
太
一
氏
・
池
田
長
正
氏
・
高
田
知

己
氏
・
星
野
秀
一
氏
の
五
名
が
新
監
事

に
就
任
し
て
新
体
制
が
発
足
し
、
第
一

回
目
の
鑑
賞
会
開
催
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

何
と
八
十
二
名
も
の
多
く
の
方
々
に

ご
参
集
い
た
だ
き
、
十
三
時
に
開
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
葉
山
会
長

の
ご
挨
拶
で
橋
本
前
会
長
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
鑑
賞
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

葉
山
会
長
最
初
の
テ
ー
マ
は
「
大
名

家
伝
来
、
折
紙
付
き
の
後
藤
家
」
で
、
多

く
の
名
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
綺
麗

な
蒔
絵
の
段
箱
に
納
ま
っ
て
い
る
蜂
須

賀
家
伝
来
品
・
鍋
島
家
伝
来
品
・
松
平

家
伝
来
品
・
島
津
家
伝
来
品
・
鴻
池
家

伝
来
品
な
ど
六
十
点
以
上
で
、
そ
の
内

容
は
家
彫
り
ら
し
く
品
格
を
備
え
た
優

品
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
点
数

を
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

多
く
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
三
日
、
島
田
市
博
物
館

で
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
音
に
き

こ
ゆ
る
４
・
島
田
の
刀
鍛
冶
と
そ
の

ル
ー
ツ
」
に
お
い
て
日
本
刀
文
化
の
普

及
・
啓
発
を
目
的
に
活
動
す
る
若
手
刀

職
に
よ
る
団
体
「
鉄
芸
」
の
実
演
会
と

名
刀
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
た
。

　
「
島
田
の
刀
鍛
冶
の
ル
ー
ツ
に
迫
る
」

と
題
し
、
四
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
て
き
た
同
展
で
は
第
一
回
か
ら
「
鉄

芸
」
が
共
催
で
鑑
賞
会
・
実
演
会
を
開

催
し
て
き
た
が
、
今
年
は
鑑
賞
会
と
講

演
の
後
に
刀
剣
研
磨
と
小
刀
製
作
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

事
前
予
約
制
の
鑑
賞
会
は
募
集
開
始

か
ら
す
ぐ
に
満
員
に
な
る
な
ど
、
昨
今

の
刀
剣
ブ
ー
ム
の
影
響
を
う
か
が
わ

せ
、
参
加
者
は
平
安
末
期
か
ら
現
代
ま

で
の
備
前
鍛
冶
の
名
品
に
見
入
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
子
供
た
ち
や

鑑
賞
会
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
か
ら
の

申
し
込
み
が
殺
到
し
、
開
始
五
分
で
新

規
申
し
込
み
を
制
限
す
る
ほ
ど
の
大
盛

況
と
な
っ
た
。�

（
飯
田
慶
雄
）

　

去
る
十
一
月
二
十
日
㈬
か
ら
二
十
六

日
㈫
ま
で
、
日
本
橋
髙
島
屋
Ｓ
Ｃ
本
館

六
階
美
術
画
廊
に
て
、「
光
抱
い
て
―

刀
工 

宮
入
小
左
衛
門
行
平
展
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

本
展
は
同
画
廊
で
平
成
十
五
年
か
ら

ほ
ぼ
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
六
回
目

の
恒
例
新
作
発
表
展
で
、
会
場
に
は
拵

付
き
大
小
や
刀
・
脇
指
・
短
刀
、
小
刀

ほ
か
小
物
類
な
ど
、
三
十
点
近
く
の
作

品
が
展
示
販
売
さ
れ
た
。

　

二
十
三
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に

は
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
お
客
さ
ま
が

会
場
を
訪
れ
、
毎
回
展
示
を
手
伝
う
お

弟
子
さ
ん
三
刀
工
（
川
﨑
晶
平
・
上
山

輝
平
・
根
津
秀
平
）
の
作
品
も
展
示
さ

れ
、
賑
や
か
か
つ
盛
大
な
催
事
と
な
っ

た
。�

（
伊
波
賢
一
）

親
方
の
個
展
に
参
加
し
て

　

親
方
の
最
新
作
の
展
示
・
販
売
と
併

せ
、
今
回
は
同
会
場
で
一
門
の
作
品
も

一
振
ず
つ
賛
助
出
品
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
親
方
の
作
品
に
は
外
装

付
き
も
半
分
近
く
あ
り
、
刀
身
を
作
り

た
め
る
こ
と
も
大
変
で
す
が
、
外
装
を

付
け
る
と
な
れ
ば
さ
ら
に
膨
大
な
時
間

も
費
用
も
掛
か
り
、
大
変
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
私
も
最
近
、
外
装
の

注
文
を
併
せ
て
頂
く
機
会
が
増
え
、
外

装
製
作
の
大
変
さ
・
難
し
さ
が
少
し
わ

か
っ
て
き
た
の
で
、
な
お
さ
ら
そ
う
感

じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
は
準
備
と
撤
収
中
心
に
関

わ
り
、
会
場
に
は
あ
ま
り
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
来
場
さ
れ
た
お
客
さ
ま
の

反
応
等
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
岡

山
髙
島
屋
さ
ん
で
開
催
さ
れ
た
昨
年
の

「
お
守
り
刀
展
」
で
は
、
外
装
付
き
の

作
品
の
方
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
な

る
べ
く
外
装
付
き
の
作
品
に
し
よ
う
と

い
つ
も
考
え
て
は
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
注
文
で
な
い
限
り
、
な
か
な
か
実
現

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ

り
、
古
き
良
き
伝
統
や
文
化
を
見
直
す

意
識
の
変
化
が
起
こ
り
始
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
し
、
今
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
、
海
外
の
人
々

に
も
日
本
の
伝
統
や
文
化
が
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
日
本
刀

の
世
界
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え

て
、
全
世
界
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

親
方
の
個
展
に
出
品
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
だ
け
で
も
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
が
、
そ
の
上
、
買
っ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
は
予
想
外
で
あ
り
、
大
変
な
幸

運
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
展
覧
会
等
を
通
じ
て

日
本
刀
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
作

刀
に
情
熱
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
上
山
輝
平
）

　

秋
の
暖
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
十

一
月
十
四
日
は
、
江
戸
三
作
の
一
人
に

数
え
ら
れ
、
四
谷
正
宗
と
う
た
わ
れ
た

幕
末
の
名
工
、
山
浦
清
麿
の
命
日
に
当

た
り
ま
す
。

　

清
麿
会
は
今
年
も
四
谷
・
宗
福
寺
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
約
三
十
名
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
清
麿
会

は
七
十
二
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

作
品
は
清
麿
が
三
振
、
一
門
の
山
浦

真
雄
が
二
振
、
栗
原
信
秀
が
五
振
、
鈴

木
正
雄
が
二
振
、
斎
藤
清
人
が
二
振
、

ほ
か
に
五
島
正
蔭
が
二
振
、
羽
山
円
真

と
荒
木
清
重
が
そ
れ
ぞ
れ
一
振
並
び
ま

し
た
。

　

清
麿
の
高
弟
栗
原
信
秀
と
会
津
十
一

代
和
泉
守
兼
定
の
研
究
を
さ
れ
、
そ
の

第
一
人
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
新
潟
県
三

条
市
在
住
の
外
山
登
さ
ん
に
本
年
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
昨
年
の
栗

原
信
秀
、
昨
年
の
会
津
兼
定
に
続
き
、

今
年
は
重
要
刀
剣
に
新
指
定
さ
れ
た
ば

か
り
の
栗
原
信
秀
を
二
振
の
ほ
か
、
斎

藤
清
人
・
五
島
正
蔭
・
大
和
守
元
平
・

細
川
正
守
の
名
品
を
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

清
麿
は
沸
が
強
く
、
全
体
に
金
筋
・

砂
流
し
が
入
り
働
き
が
豊
富
で
あ
り
、

一
方
の
信
秀
は
匂
が
ち
に
沸
が
叢
と
な

る
点
や
彫
物
が
巧
み
で
あ
る
こ
と
。
三

条
の
阿
部
昭
忠
氏
は
彫
物
が
上
手
で
あ

り
、
出
品
刀
の
細
川
正
守
に
は
信
秀

の
彫
物
を
模
し
た
矜こ

ん

羯が

羅ら

・
制せ

い

咤た

迦か

の

二
童
子
図
を
阿
部
氏
が
施
し
て
い
る
こ

と
。
ほ
か
に
、
栗
原
彦
三
郎
昭
秀
翁
の

お
話
な
ど
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
浦
清
麿
は
嘉
永
七
（
同
安
政
元
）

年
の
こ
の
日
に
四
十
二
歳
で
自
刃
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
斎
藤
昌
麿
や
普

勝
伊
十
郎
ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

墓
碑
は
翌
安
政
二
年
十
月
二
日
の
安

政
大
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
、
そ
の
後

に
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在

の
墓
碑
は
明
治
二
十
一
年
に
桜
井

正
次
刀
匠
ら
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た

も
の
で
「
大
道
院
義
心
居
士 

信
州

小
諸
人
世
俗
号
四
谷
正
宗 

俗
名
山

浦
環 

刀
名
源
清
麿
墓 

安
政
元
甲
寅

年
十
一
月
五
日
没 

行
年
四
十
二
歳
」

と
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

位
牌
に
「
大
道
院
義
心
居
士
霊
位 

安
政
元
甲
寅
年
十
一
月
五
日
」
と
あ

り
、
ど
ち
ら
も
十
四
日
で
は
な
く
五
日

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
に
再
建
さ

れ
た
際
に
誤
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

清
麿
の
墓
は
現
在
は
本
殿
の
正
面
に

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
元
来
の
位
置

は
墓
地
の
中
で
、
ち
ょ
う
ど
本
殿
の
真

裏
に
当
た
り
柿
の
木
の
辺
り
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
っ
て
み
る

と
今
年
は
暖
か
い
日
が
続
い
た
せ
い

か
、
小
さ
い
な
が
ら
た
わ
わ
に
実
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
る
で
清
麿
さ
ん
が
微
笑

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
冥
賀
亮
典
）

　

今
後
尚
友
会
は
、
会
場
を
従
来
の
山

の
上
ホ
テ
ル
か
ら
東
京
美
術
倶
楽
部
に

移
し
、
春
と
秋
の
年
二
回
、
鑑
賞
会
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
刀
剣
商
は
も

と
よ
り
多
く
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
刀
装
具
の
さ
ら
な
る
普

及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
齋
藤
恒
）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

72
回
目
の
清
麿
追
善
と
鑑
賞
会
開
く

盛会となった尚友会の鑑賞会第 72回清麿会に参集された皆さん

子供たちにも人気の小刀作り

新
生･

尚
友
会
が
美
術
倶
楽
部
で
鑑
賞
会
を
開
催

宮
入
小
左
衛
門
行
平
氏
が
髙
島
屋
で
個
展
を
開
催

島
田
市
博
物
館
に
て「
鉄
芸
」鑑
賞･

実
演
会
を
開
催

トークショーに臨む宮入刀匠（撮影／トム岸田）

　

刀
剣
ゆ
か
り
の
地
・
瀬
戸
内
市
長
船

町
地
区
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
十
二

月
十
四
・
十
五
の
両
日
、
東
京
都
港
区

の
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
と
っ
と
り
・

お
か
や
ま
新
橋
館
」
で
開
催
さ
れ
た
。

長
船
が
作
中
に
登
場
す
る
漫
画
「
刀と

使じ

ノ
巫み

女こ

」
の
複
製
原
画
の
展
示
や
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
通
じ
て
、
長
船
や
刀
の
魅

力
を
発
信
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

漫
画
の
作
者
・
さ
い
と
ー
栄
さ
ん
の

協
力
で
、
刀
を
手
に
生
き
生
き
と
し
た

表
情
の
女
性
た
ち
が
描
か
れ
た
複
製
原

画
一
二
四
点
を
展
示
し
た
。
両
日
と
も

フ
ァ
ン
の
い
わ
ゆ
る
〝
と
じ
と
も
〟
が

詰
め
か
け
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
漫
画

談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し
て
い
た
。

さ
い
と
ー
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

用
意
し
た
登
場
人
物
の
イ
ラ
ス
ト
入
り

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
も
人
気
を
集
め
た
。

　

十
四
日
は
、
当
組
合
の
深
海
信
彦
理

事
長
も
招
か
れ
、
刀
ガ
ー
ル
と
し
て
活

動
す
る
ア
イ
ド
ル
・
杏
ち
ゃ
ん
、
武 

久
顕
也
瀬
戸
内
市
長
と
と
も
に
公
開

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
参
加
し
た
。
抽
選
で

選
ば
れ
た
約
三
十
人
の
聴
衆
を
前
に
、

深
海
理
事
長
は
「
備
前
刀
が
最
も
栄
え

た
の
は
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
で
、

長
船
に
高
い
技
術
を
持
っ
た
職
人
が
集

中
し
て
い
た
」
と
解
説
。
市
長
は
備
前

長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
職
人
の
実
演
を

見
学
で
き
る
と
紹
介
し
「
日
本
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
刀
の
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
。ぜ
ひ
現
地
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

参
加
し
た
二
十
代
の
男
性
は
「
ア
ニ

メ
を
き
っ
か
け
に
日
本
刀
に
興
味
を

持
っ
た
。
今
日
の
話
を
聞
い
て
刀
が

も
っ
と
知
り
た
く
な
り
、
長
船
に
も

行
っ
て
職
人
の
仕
事
が
見
て
み
た
く

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
漫
画
で

長
船
の
魅
力
を
発
信

トークショーで若者に語りかける深海理事長
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催 事 情 報
会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。

　空前の刀剣ブームは、平成から令和の御代となった今
もなお続いています。当館では、平成27年に開館以来初
めてとなる刀剣の特集展示を行い、大きな反響を得まし
た。その後も刀剣の展示についてのご要望が多数寄せ
られてきました。この度、国内有数の刀剣コレクション
を所有する刀剣ワールド財団のご協力を得て、５年ぶり
となる刀剣の特集展示を行います。刀剣ワールド財団の
膨大なご所蔵品の中から、特に優れた作品を中心に「九
州初お目見え」となる名刀の数々を、これまで当館が収
集してきた代表的な刀剣とともにご紹介します。
　人気の一方で、とかく「難しい」「近寄りがたい」と
思われがちな刀剣の世界。今回の展示では、それぞれの作品の見どころや来
歴などをご紹介するだけでなく、刀剣を取り巻く独特な用語についても、わ
かりやすく解説します。美しく輝き、見る者を魅きつけてやまない刀剣の世
界の奥深い魅力を、ぜひお楽しみください。

〈展示構成〉
　�第１章　山城 来派とその末裔たち 

第２章　備前 一文字派 
第３章　備前 長船派

会期：1月1日（水･祝）～2月24日（月･休） 

■九州国立博物館
　〒818-0118 福岡県太宰府市石坂4-7-2　☎092-918-2807
　https://www.kyuhaku.jp/

特集展示「刀剣ことはじめ─刀剣ワールド財団と九博の名刀─」

　日本刀が完成したのは、平安時代後期と考えられて
います。この時代は刀剣だけでなく、日本の自然を描
いたやまと絵、貴族文化を反映した和様彫刻、かな文
字で編まれた物語など、さまざまな分野で日本独自の
表現が生まれ、国内に広まっていきました。新しいも
のを生み出す時代の空気が、大陸からもたらされた直刀から脱し、反りや鎬
といった特徴を持つ日本刀の誕生に一役買ったのかもしれません。
　日本刀誕生期には、伯耆の安綱、豊後の行平、備前の包平などの名だたる
刀工が活躍しました。それらの刀剣には、誕生間もない時代特有の力強さが
あふれ、今でも多くの人々を惹きつけています。本展ではこれらの名工が活
躍した平安時代後期から鎌倉時代にかけての刀剣を中心にご覧いただきます。
　また、12世紀以前に日本で作られていた刀剣を、直刀や蕨手刀といった現
存する刀剣をもとに概観し、日本刀誕生までの道のりをご紹介します。
会期：1月7日㈫～2月16日㈰

■佐野美術館
　〒411-0838 静岡県三島市中田町1-43
　☎055-975-7278　https://www.sanobi.or.jp/

名刀への道

　福島県域は、かつて古代律令国家を代表する鉄生産
地でした。とりわけ、浜通り地方には７世紀後半から
10世紀前半までの製鉄遺跡が集中しており、この地方
の鉄が蝦夷政策（戦争）の物資として大きな役割を担っ
ていたと考えられています。
　企画展では、列島各地の製鉄技術の影響を受けなが
ら、福島県域独自の技術へと革新した実態を考古学や
金属学の立場から解き明かします。
会期：2月1日㈯〜3月29日㈰
シンポジウム「鉄の道をたどる」：3月7日㈯・8日㈰

■福島県文化財センター白河館（まほろん）
　〒961-0835 福島県白河市白坂一里段86　☎0248-21-0700
　http://www.mahoron.fcp.or.jp/

企画展「ふくしま鉄ものがたり～鉄滓の山から読みとく歴史～」

　日本刀は、美しくよく斬れることから世界的にも高
く評価されています。その製作方法は古来より培われ
ていた日本の伝統技術の集大成といえ、武器としてだ
けではなく、歴史的な美術品として、今なお見る人々
を魅了しています。本展では、刀身の地鉄と刃文を美
しく見せるための「研ぎ」に焦点を当て、狭山市在住
の研師、森井鐵太郞氏が研磨した刀剣を展示します。
また、職人たちによる刀の製作過程や作業の様子も併
せて紹介します。

〈職人の技〉 要予約申込
①研師（下地研ぎ）　1月19日　森井鐵太郎
②刀匠　2月2日　石田國壽
③研師（仕上研ぎ）　2月2日　森井鐵太郎・水田吉政
①鞘師　2月9日　森井敦央

〈ギャラリートーク〉 1月19日　森井鐵太郎
会期：1月11日㈯〜2月16日㈰

■狭山市博物館
　〒350-1324 埼玉県狭山市稲荷山1-23-1　☎04-2955-3804
　http://sayama-city-museum.com/

冬期企画展「日本刀の美　研師 森井鐵太郞～技をつたえる～」 　令和２年（2020）は、わが国最古の正史『日本書紀』
が編纂された養老４年（720）から1300年という記念す
べき年です。その冒頭に記された国譲り神話によると、
出雲大社に鎮座するオオクニヌシは「幽」、すなわち人
間の能力を超えた世界、いわば神々や祭祀の世界を司
るとされています。一方で、天皇は大和の地において

「顕」、すなわち目に見える現実世界、政治の世界を司
るとされています。つまり、古代において出雲と大和
はそれぞれ「幽」と「顕」を象徴する場所として、重
要な役割を担っていたのです。
　「幽」と「顕」を象徴する地、島根県と奈良県が当館
と共同で展覧会を開催し、出雲と大和の名品を一堂に集めて、古代日本の成
立やその特質に迫ります。

〈展覧会の構成〉
日本書紀とは？
第１章：巨大本殿 出雲大社
第２章：出雲 古代祭祀の源流
第３章：大和 王権誕生の地
第４章：仏と政（まつりごと）
会期：前期展示1月15日㈬〜2月9日㈰
　　　後期展示2月11日（火･祝）〜3月8日㈰

■東京国立博物館
　〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9　☎03-5777-8600（ハローダイヤル）
　https://www.tnm.jp/

日本書紀成立1300年 特別展「出雲と大和」

　江戸時代の大坂で名高い絵師の一人に、森狙
そ

仙
せ ん

（1747?～1821）がいます。
彼は「猿描き狙仙」ともいわれ、「もふもふ感」あふれるリアルな動物画を
得意としました。狙仙には二人の兄、陽

よ う

信
し ん

（1736?～1808?）と周
しゅう

峰
ほ う

（1738～
1823）がおり、当時は著名な絵師でした。その二人の兄は狩野派の描法を受
け継ぎながらも、時には見る者に笑みをもたらす愉快な作品も残しています。
　狙仙と同時代には、鶏の伊藤若

じゃく

冲
ちゅう

、虎の岸
が ん

駒
く

、蛙の松本奉
ほ う

時
じ

、戯画の耳
に

鳥
ちょう

斎
さ い

など一芸に秀でた画家が現れました。本展では、猿の絵で名高い狙仙
にちなみ、彼らのお家芸も紹介します。
　これまで狙仙三兄弟を取り上げた展覧会は開催されたことがなく、本展覧
会が史上初の企画となります。若冲コレクションで有名なJ・プライス氏を
はじめ、海外でも高く評価される狙仙の作品、そして大坂や京都の動物絵画
を数多くご覧いただける好機です。
会期：2月26日㈬～4月5日㈰

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32　☎06-6946-5728
　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

特別展「猿描き狙仙三兄弟─鶏の若冲、カエルの奉時も」
蝦
蟇
仙
人
図
　
森
周
峰
筆 諫鼓鶏図

森陽信筆
猿猴図

森狙仙筆

　日本の伝統美術は、日本人の暮らしとともにありま
した。四季折々の生活シーンに応じて配される建具や
調度品は、人々に潤いと彩りを与えました。豊かな遊
び心と繊細な美意識―それを作り上げてきたのが、「ものづくり」に生きる
職人たちです。
　本展では、特色のある５人の名工たちを取り上げます。また、ベニス東洋美
術館所蔵「バルディコレクション」の日本初公開をはじめ、当館の所蔵資料を
中心に、江戸東京で活躍した職人たちの仕事と人生に光を当ててまいります。

【第１章】�伯爵が愛したニッポン 
―初来日 バルディコレクション―

【第２章】武士の都のものづくり
【第３章】江戸の蒔絵師 羊遊斎と是真
【第４章】鬼才の陶工・三浦乾也と隅田川のやきもの
【第５章】府川一則―北斎の愛弟子が歩んだ金工の道―
【第６章】大正昭和に生きた江戸の技―小林礫斎のミニチュア工芸―
会期：2月8日㈯～4月5日㈰

■江戸東京博物館
　墨田区横網1-4-1　☎03-3626-9974　https://www.edo-tokyo-museum.or.jp/

特別展「江戸ものづくり列伝
─ニッポンの美は職人の技と心に宿る─」

文久永宝母銭と蓮花図鐔　いずれも府川一則（初代）作
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印刷／株式会社キタジマ

令和2年（2020）　謹 賀 新 年　本年もよろしくお願い申し上げます
掲載は申し込み順です


